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３ 月
定例会

▲１票に思いを込めた模擬投票

◆一般会計過去最大
９３０億円

　平成２８年度当初予
算を可決

◆常任委員会
　こんなことが話し合われました

◆一般質問
　市政のここが聞きたい

P2

P14

P10



山形市の未来を熱く議論

全会計総額1,869億円

主な新規事業

平成28年度当初予算を

【中心市街地新規出店者サポート】６００万円
中心市街地の空き店舗を活用して新規創業（出店）する方を支援 

し、多様な商業施設を集積した中心市街地の活性化を図ります。

【防災ラジオ配備】６３０万円
防災ラジオを用いた緊急情報の配信体制を整備し、災害時に避難が必要となる地域の住民へ防災ラジオを配布します。

【第３子等保育料無料化】２億９，６７８万円
子育て環境の整備に向け、第３子以降の保育料を無料にします。加えて、第２子を半額とする対象範囲を拡大します。

【住民票の写し等証明書コンビニ交付】７，２５８万円
住民票の写しなどのコンビニ交付を導入し、交付場所や交付時

間帯などを拡大することで、利便性の向上を図ります。平成２８

年１０月からの運用を目指します。
　
　
　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
を
個
別
に
通
知
す
べ
き

だ
と
思
う
が
、
検
討
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
個
別
通
知
を
含
め
て

検
討
し
た
結
果
、
民
生
委
員
や
福

祉
協
力
員
が
高
齢
者
世
帯
を
訪
問

し
て
周
知
す
る
の
が
効
果
的
だ
と

考
え
た
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
方

が
接
種
で
き
る
よ
う
、
よ
り
効
果

的
な
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
へ
の
加
盟
が
認
定
さ
れ

な
か
っ
た
理
由
の
把
握
や
分
析
を

し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
ユ
ネ
ス
コ
の
担

当
者
か
ら
は
、
ユ
ネ
ス
コ
と
海
外

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

事
業�

１
７
４
８
万
円

　
予
防
接
種
料
金
の
一
部
を
助

成
し
、
周
知
徹
底
に
取
り
組
み

ま
す
。

委
員

健
康
課
長

文
化
創
造
都
市
推
進
事
業

�

１
６
７
０
万
円

　
平
成
２９
年
度
の
ユ
ネ
ス
コ
創

造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
申

請
に
向
け
て
、
市
内
外
へ
の
ア

ピ
ー
ル
と
市
全
体
の
機
運
を
高

め
ま
す
。

委
員

文
化
振
興
課
長
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第
１
子
に
１８
歳
以
下
の
年

齢
要
件
を
設
け
る
と
し
て
い
た
が
、

国
の
幼
児
教
育
無
償
化
を
受
け
て
、

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
国
で
は
所
得

制
限
が
あ
る
も
の
の
、第
１
子
の
年

　
当
初
予
算
審
査
の
中
か
ら
い

く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

第
３
子
等
保
育
料
無
料
化
事
業

�

２
億
９
６
７
８
万
円

　
子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
整

備
に
向
け
、
第
３
子
以
降
の
保

育
料
を
無
料
に
し
ま
す
。

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

齢
制
限
を
撤
廃
す
る
こ
と
と
な
っ

た
た
め
、
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
第

１
子
の
年
齢
要
件
を
撤
廃
す
る
。

　
　
　
対
象
と
な
る
第
３
子
は
ど

の
く
ら
い
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
国

の
制
度
で
該
当
し
て
い
た
約
１
８

０
人
に
加
え
て
、
新
た
に
約
１
１

０
０
人
が
対
象
と
な
る
。

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

中
核
市
推
進
事
業

�

２
６
８
万
円

　
移
譲
事
務
の
精
査
や
保
健
所

の
設
置
な
ど
、
中
核
市
へ
の
移

行
準
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
を
個
別
に
通
知
す
べ
き

だ
と
思
う
が
、
検
討
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
個
別
通
知
を
含
め
て

検
討
し
た
結
果
、
民
生
委
員
や
福

祉
協
力
員
が
高
齢
者
世
帯
を
訪
問

し
て
周
知
す
る
の
が
効
果
的
だ
と

考
え
た
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
方

が
接
種
で
き
る
よ
う
、
よ
り
効
果

的
な
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
へ
の
加
盟
が
認
定
さ
れ

な
か
っ
た
理
由
の
把
握
や
分
析
を

し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
ユ
ネ
ス
コ
の
担

当
者
か
ら
は
、
ユ
ネ
ス
コ
と
海
外

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

事
業�

１
７
４
８
万
円

　
予
防
接
種
料
金
の
一
部
を
助

成
し
、
周
知
徹
底
に
取
り
組
み

ま
す
。

委
員

健
康
課
長

文
化
創
造
都
市
推
進
事
業

�

１
６
７
０
万
円

　
平
成
２９
年
度
の
ユ
ネ
ス
コ
創

造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
申

請
に
向
け
て
、
市
内
外
へ
の
ア

ピ
ー
ル
と
市
全
体
の
機
運
を
高

め
ま
す
。

委
員

文
化
振
興
課
長

へ
の
ア
ピ
ー
ル
不
足
、
発
展
途
上

国
と
の
つ
な
が
り
や
貢
献
の
不
足
、

文
化
と
産
業
を
結
び
つ
け
た
新
た

な
産
業
化
へ
の
筋
道
が
希
薄
だ
っ

た
こ
と
、
市
民
に
よ
る
創
造
都
市

推
進
へ
の
機
運
を
醸
成
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
た
。
一
番
不
足
し
て
い
た
の
は

海
外
と
の
交
流
を
通
し
た
国
際
協

力
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
防
災
ラ
ジ
オ
は
い
く
ら
で

配
布
す
る
の
か
。
対
象
地
域
外
の

方
に
は
配
布
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
一
般
の
世
帯
は

３
０
０
０
円
、
要
支
援
者
の
い
る

家
庭
は
１
０
０
０
円
、
市
県
民
税

非
課
税
世
帯
は
０
円
で
配
布
す
る
。

平
成
２８
年
度
は
融
雪
型
火
山
泥
流

の
避
難
区
域
、
２９
年
度
は
土
砂
災

害
警
戒
区
域
、
３０
年
度
は
浸
水
・

洪
水
が
想
定
さ
れ
る
区
域
へ
の
配

布
を
予
定
し
て
お
り
、
対
象
地
域

外
へ
の
配
布
は
考
え
て
い
な
い
。

防
災
ラ
ジ
オ
配
備
事
業

�

６
３
０
万
円

　
災
害
時
に
避
難
が
必
要
と
な

る
地
域
の
住
民
へ
防
災
ラ
ジ
オ

を
配
布
し
ま
す
。

委
員

防
災
対
策
課
長

　
　
　
移
行
準
備
を
進
め

て
い
く
上
で
、
本
市
の
独

自
性
は
出
て
く
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成

２８
年
度
は
移
譲
事
務
の
精

査
と
保
健
所
の
設
置
を
進

め
て
い
く
。
県
の
事
務
で
、

中
核
市
に
移
譲
し
た
方
が

効
果
的
と
判
断
さ
れ
る
場

合
に
移
譲
さ
れ
る
任
意
移

譲
事
務
や
、
保
健
所
の
設

置
も
具
体
的
に
し
て
い
く

こ
と
で
、
本
市
の
独
自
性

や
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

内
容
は
、
あ
る
程
度
明
ら

か
に
な
っ
て
く
る
。

委
員

中
核
市
推
進
室
長

▲子育てしやすい環境を整備
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霞
城
公
園
で
行
わ
れ
た
冬

の
花
火
大
会
を
平
成
28
年
度
も
継

続
し
て
実
施
す
る
こ
と
は
良
い
こ

と
だ
が
、
今
回
の
状
況
を
踏
ま
え

た
新
し
い
取
り
組
み
な
ど
は
あ
る

の
か
。

　
　
　
　
　
２７
年
度
は
商
店
街
連

合
会
が
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
特

典
事
業
と
し
て
実
施
し
、
約
２
万

人
の
来
場
者
が
あ
り
非
常
に
盛
況

で
あ
っ
た
。
２８
年
度
は
、
中
心
商

店
街
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
引
き

中
心
商
店
街
活
性
化
推
進
事
業

�

８
４
１
万
円

　
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
補
助

を
行
い
ま
す
。

委
員

商
工
課
長

　
　
　
補
助
金
の
申
し
込
み
状
況

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
補
助
件
数
は
２５

件
で
、
例
年
４
月
の
広
報
や
ま
が

た
に
掲
載
し
、
先
着
順
に
よ
り
募

集
し
て
い
る
。
例
年
、
１１
月
頃
に

は
募
集
件
数
に
達
し
て
い
る
。

　
　
　
馬
見
ヶ
崎
川
沿
い
の
さ
く

ら
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
松
原
浄
水

場
付
近
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
や
、

歩
行
者
天
国
な
ど
に
す
れ
ば
、
霞

城
公
園
か
ら
続
く
桜
の
名
所
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
馬
見
ヶ
崎
さ
く

ら
ラ
イ
ン
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
県
外

か
ら
の
観
光
客
の
人
気
も
高
く

な
っ
て
い
る
。
第
８
地
区
が
中
心

と
な
っ
て
実
行
委
員
会
を
組
織
し

山
形
市
産
材
利
用
拡
大
促
進

事
業�

１
２
５
２
万
円

　
市
産
材
を
一
定
量
以
上
使
用

し
た
新
築
住
宅
の
建
築
に
対
し

補
助
を
行
い
ま
す
。

委
員

森
林
整
備
課
長

山
形
の
祭
り
開
催
等
支
援
事
業

�

８
１
９
７
万
円

　
山
形
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
を

支
援
し
、
観
光
山
形
の
推
進
と

誘
客
を
図
り
ま
す
。

委
員

観
光
物
産
課
長

　
　
　
小
中
学
校
で
の
交
通
安
全

教
室
の
開
催
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
小
学
校
で
１
２
５
回
、‌

中
学
校
で
９
回
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
障
が
い
者
が
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
、

独
自
の
条
例
制
定
や
障
が
い
者
差

別
解
消
支
援
地
域
協
議
会
の
設
置

に
取
り
組
む
と
の
こ
と
だ
が
、
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
２８
年
度

中
の
条
例
制
定
を
考
え
て
い
る
が
、

市
民
や
当
事
者
の
方
々
と
協
議
を

進
め
る
中
で
の
意
見
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
時
期
も
合
わ
せ
て
検
討

し
て
い
く
。

交
通
安
全
対
策
費

�

２
４
８
６
万
円

　
交
通
安
全
対
策
に
要
す
る
経

費
で
す
。

委
員

市
民
課
長

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
解
消

推
進
事
業�

１
５
２
万
円

　
障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行

に
伴
い
、
相
談
体
制
の
整
備
や

本
市
独
自
の
条
例
制
定
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

委
員

障
が
い
福
祉
課
長

ず
、
委
託
調
査
が
必
要
に
な
っ
た

場
合
に
支
出
す
る
。

　
　
　
こ
ど
も
医
療
費
を
給
付
す

る
こ
と
で
、
コ※

ン
ビ
ニ
受
診
に
つ

な
が
る
よ
う
な
傾
向
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
性
も
あ

る
が
、
コ
ン
ビ
ニ
受
診
の
よ
う
な

こ
と
は
少
な
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
ど
も
医
療
給
付
事
業

�

１１
億
６
５
６
万
円

　
義
務
教
育
終
了
ま
で
の
子
ど

も
の
医
療
費
を
無
料
化
し
、
保

護
者
の
負
担
を
解
消
し
ま
す
。

委
員

こ
ど
も
福
祉
課
長

　
　
　
仙
山
圏
の
交
通
網
整
備
に

関
す
る
委
託
は
ど
の
よ
う
な
内
容

な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
仙
山
線
の
安
定

性
の
確
保
と
高
速
化
で
、
仙
台
・

山
形
間
の
交
通
基
盤
を
強
化
す
る

た
め
の
基
礎
調
査
を
実
施
し
、
専

門
業
者
か
ら
、
仙
山
線
強
化
の
た

め
の
手
法
や
費
用
を
算
出
し
て
も

ら
う
。
仙
山
連
携
促
進
の
た
め
の

委
託
料
は
、
交
通
関
係
に
特
化
せ

仙
山
連
携
促
進
・
仙
山
圏
交
通
網

整
備
事
業�

８
１
５
万
円

　
仙
台
市
と
の
連
携
強
化
と
仙

山
圏
の
交
通
網
整
備
を
検
討
し

ま
す
。

委
員

企
画
調
整
課
長

続
き
実
施
す
る
が
、
花
火
は
あ
く

ま
で
も
手
段
で
あ
り
、
ど
の
よ
う

に
し
て
商
店
街
に
来
て
も
ら
え
る

か
、
そ
の
仕
組
み
の
構
築
を
各
商

店
街
と
協
議
し
な
が
ら
、
ま
ち
の

に
ぎ
わ
い
創
出
に
努
め
た
い
。

　
　
　
新
設
さ
れ
た
専
門
人
材
就

職
支
援
給
付
金
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

　
　
　
　
　
求
人
難
と
な
っ
て
い

る
看
護
師
や
理
学
療
法
士
、
作
業

雇
用
対
策
事
業

�

４
５
８
万
円

　
求
人
需
要
の
高
い
専
門
職
種

の
人
材
確
保
と
安
定
し
た
雇
用

を
図
り
ま
す
。

委
員

商
工
課
長

　
　
　
ど
の
く
ら
い
の
提

供
者
を
想
定
し
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　
　
年
間
６
人
の

ド
ナ
ー
へ
の
支
援
を
見
込

ん
で
い
る
。

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援

事
業�
８４
万
円

　
骨
髄
提
供
者
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
提

供
者
へ
助
成
金
を
支
給

し
ま
す
。

委
員

健
康
課
長

▲今年１月に初めて開催された冬の花火大会
※　コンビニ受診…夜間や休日など一般診療時間外に軽症患者などが救急外来を受診すること。

▲山形・仙台間の交通基盤の強化を目指す
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ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
レ
デ
ィ
ー
ス
蔵

王
大
会
の
成
果
や
今
後
の
課
題
は

あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
２６
年

度
の
大
会
の
よ
う
な
中
断
な
ど
も

少
な
く
、
非
常
に
収
穫
の
多
い
大

会
で
あ
っ
た
。
ナ
イ
タ
ー
開
催
を

し
た
こ
と
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も

ラ
イ
ブ
放
送
で
中
継
さ
れ
た
と
聞

い
て
い
る
。
し
か
し
、
観
客
数
が

前
回
よ
り
下
回
っ
て
い
る
た
め
、

大
幅
に
時
間
帯
が
変
更
さ
れ
た
こ

と
を
、
よ
り
多
く
の
方
に
周
知
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
蔵
王
ジ
ャ
ン
プ
台
サ
マ
ー

ヒ
ル
化
の
今
後
の
取
り
組
み
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
２８
年

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

　
　
　
補
助
金
の
申
し
込
み
状
況

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
補
助
件
数
は
２５

件
で
、
例
年
４
月
の
広
報
や
ま
が

た
に
掲
載
し
、
先
着
順
に
よ
り
募

集
し
て
い
る
。
例
年
、
１１
月
頃
に

は
募
集
件
数
に
達
し
て
い
る
。

　
　
　
馬
見
ヶ
崎
川
沿
い
の
さ
く

ら
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
松
原
浄
水

場
付
近
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
や
、

歩
行
者
天
国
な
ど
に
す
れ
ば
、
霞

城
公
園
か
ら
続
く
桜
の
名
所
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
馬
見
ヶ
崎
さ
く

ら
ラ
イ
ン
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
県
外

か
ら
の
観
光
客
の
人
気
も
高
く

な
っ
て
い
る
。
第
８
地
区
が
中
心

と
な
っ
て
実
行
委
員
会
を
組
織
し

山
形
市
産
材
利
用
拡
大
促
進

事
業�

１
２
５
２
万
円

　
市
産
材
を
一
定
量
以
上
使
用

し
た
新
築
住
宅
の
建
築
に
対
し

補
助
を
行
い
ま
す
。

委
員

森
林
整
備
課
長

山
形
の
祭
り
開
催
等
支
援
事
業

�

８
１
９
７
万
円

　
山
形
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
を

支
援
し
、
観
光
山
形
の
推
進
と

誘
客
を
図
り
ま
す
。

委
員

観
光
物
産
課
長

表
者
、山
形
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
、

学
識
経
験
者
２
人
、
Ｊ
Ａ
全
農
、

東
京
の
市
場
関
係
者
の
１０
人
で
構

成
す
る
。
早
け
れ
ば
５
月
に
１
回

目
の
会
議
を
開
催
し
、
年
４
回
程

度
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
山
形
ま
る
ご
と
館
紅
の
蔵

と
併
設
し
て
い
る
直
売
所
は
、
非

常
に
に
ぎ
わ
っ
て
い
て
、
市
民
か

山
形
ま
る
ご
と
館
紅
の
蔵
運
営

事
業�

４
９
３
９
万
円

　
本
市
の
情
報
発
信
お
よ
び
中

心
市
街
地
活
性
化
の
拠
点
で
あ

る
山
形
ま
る
ご
と
館
紅
の
蔵
の

運
営
を
行
い
ま
す
。

委
員

療
法
士
を
目
指
す
方
が
資
格
を
取

得
し
、
市
内
に
就
業
し
た
場
合
、

最
大
１６
万
円
の
給
付
金
を
支
給
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
農
業
戦
略
本
部
は
、
ど
の

よ
う
な
構
成
員
で
立
ち
上
げ
る
の

か
。

　
　
　
　
　
市
長
が
本
部
長
と
な

り
、
農
業
委
員
会
の
会
長
、
両
農

協
の
組
合
長
、
女
性
農
業
者
の
代

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
対
応
す
る
た
め
の
農
業

戦
略
の
推
進�
５
１
０
万
円

　
本
市
の
農
業
が
抱
え
る
根
本

的
な
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

農
業
戦
略
本
部
を
設
置
し
ま
す
。

委
員

農
政
課
長

の
夏
か
ら
供
用
を
開
始
す
る
が
、

特
に
大
学
の
合
宿
な
ど
の
利
用
を

考
え
て
お
り
、
宿
泊
な
ど
の
協
力

を
蔵
王
温
泉
の
関
係
者
と
検
討
し

て
い
る
。

　
　
　
い
じ
め
問
題
専
門
委
員
会

は
ど
の
よ
う
な
構
成
員
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
６
人
以
内
の
委

員
で
構
成
し
、
法
律
・
医
療
・
心

理
・
福
祉
・
教
育
な
ど
に
関
す
る

学
校
教
育
指
導
費

�

１
８
５
０
万
円

　
教
育
関
係
の
補
助
金
を
交
付

す
る
ほ
か
、
い
じ
め
問
題
専
門

委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

委
員

学
校
教
育
課
長

ら
も
喜
ば
れ
て
い
る
。
今

後
、
市
内
に
直
売
所
を
増

設
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
整

備
す
る
道
の
駅
を
は
じ
め
、

県
や
全
農
で
も
そ
れ
ぞ
れ

直
売
所
の
設
置
を
検
討
し

て
い
る
た
め
、
年
間
を
通

し
て
農
産
物
な
ど
を
供
給

で
き
る
か
状
況
を
踏
ま
え

て
調
整
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

農
林
部
長

▲市民に親しまれている紅の蔵と直売所

▲ナイターで開催されたスキージャンプワールドカップレディース蔵王大会

て
お
り
、
通
行
止
め
な
ど

は
難
し
い
と
思
う
が
地
区

に
は
伝
え
た
い
。

　
　
　
ナ
イ
タ
ー
で
開
催

し
た
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ

ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
レ
デ
ィ
ー
ス
蔵
王
大
会
開
催

事
業�

４
２
４
０
万
円

　
ク
ラ
レ
蔵
王
シ
ャ
ン

ツ
ェ
を
会
場
に
、
女
子

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
開

催
し
ま
す
。

委
員
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定
で
あ
る
。
市
長
会
な
ど
を
通
じ

て
受
水
費
の
低
廉
化
を
要
望
し
、

現
在
、
協
定
期
間
の
短
縮
も
含
め

一
部
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
水
道
管
の
耐
震
化
の
進
行

状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
水
道
耐
震
化
計

画
に
基
づ
き
、
優
先
的
に
幹
線
・

準
幹
線
の
耐
震
化
を
進
め
る
こ
と

と
し
、
１０
年
間
で
約
２
５
０
億
円

の
費
用
を
見
込
ん
で
い
る
。
現
在

の
耐
震
化
率
は
全
体
で
約
２９
％
、

幹
線
で
４９
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
耐
震
貯
水
槽
は
市
内
に
何

カ
所
あ
り
、
何
日
分
対
応
で
き
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
薬
師
公
園
、
第
二

公
園
、第
九
小
、桜
田
小
、霞
城
公‌

委
員

水
道
建
設
課
長

委
員

給
排
水
課
長

　
　
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
見
直
し
は
ど
の
よ
う
に
進
め

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
発
展
計
画
な
ど

と
の
整
合
を
図
る
た
め
、
平
成
２８

年
度
中
に
全
体
構
想
と
分
野
別
構

想
を
策
定
す
る
。
そ
の
後
、
各
地

区
の
課
題
な
ど
を
解
決
す
る
た
め

の
地
域
別
構
想
策
定
を
進
め
る
予

定
で
あ
る
。

　
　
　
村
山
広
域
水
道
受
水
費
の

見
直
し
へ
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
現
在
の
協
定
期

間
は
１０
年
間
で
平
成
２９
年
度
ま
で

と
な
っ
て
お
り
、
２８
年
度
に
県
が

料
金
体
系
の
素
案
を
作
成
す
る
予

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
見
直
し

事
業�

１
０
７
５
万
円

　
新
た
な
将
来
都
市
像
の
実
現

に
向
け
て
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
見
直
し
ま
す
。

委
員

都
市
政
策
課
長

水
道
事
業
会
計

�

９２
億
３
８
５
６
万
円

　
安
全
で
良
質
な
水
道
水
を
安

定
し
て
供
給
す
る
ほ
か
、
老
朽

配
水
管
の
耐
震
化
工
事
な
ど
を

行
い
ま
す
。

委
員

経
営
企
画
課
長

　
　
　
　
　
　
　
ピ
ー
ク
時
に
は

１
０
０
台
近
く
の
放
置
自
転
車
が

確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自

転
車
等
駐
車
対
策
協
議
会
に
お
い

て
、
放
置
禁
止
区
域
と
し
て
指
定

す
る
こ
と
を
協
議
す
る
予
定
で
あ

る
。

　
　
　
猛
禽
類
に
よ
る
カ
ラ
ス
の

追
い
払
い
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法

で
行
う
の
か
。

道
路
維
持
課
長

猛も
う
禽き
ん
類
に
よ
る
カ
ラ
ス
・
ム
ク
ド
リ
の

追
い
払
い
事
業�

４
３
２
万
円

　
カ
ラ
ス
・
ム
ク
ド
リ
対
策
と

し
て
、
新
た
に
猛
禽
類
を
利
用

し
た
追
い
払
い
を
実
施
し
ま
す
。

委
員

学
識
経
験
者
を
予
定
し
て
お
り
、

い
じ
め
防
止
の
た
め
の
必
要
な
対

策
に
関
す
る
協
議
や
、
重
大
事
故

が
起
き
た
場
合
の
調
査
な
ど
を
行

う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
広
場
へ

の
放
置
自
転
車
が
増
え
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

自
転
車
対
策
費

�

１
億
７
２
４
８
万
円

　
市
営
駐
輪
場
の
指
定
管
理
や

自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
お
け

る
放
置
自
転
車
の
撤
去
作
業
、

駐
輪
場
の
整
備
な
ど
を
行
い
ま

す
。

委
員

民
館
、
上
下
水
道
部
南
側
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
前
の
６
カ
所
に
設

置
し
て
お
り
、
計
６
０
０
ト
ン
を

貯
水
し
て
い
る
。１
人
１
日
３
リ
ッ

ト
ル
と
す
る
と
、
１
カ
所
当
た
り

１
万
人
に
３
日
分
の
量
と
な
る
。

　
　
　
下
水
道
普
及
啓
発
を
担
当

す
る
職
員
を
配
置
し
て
い
る
が
、

下
水
道
の
接
続
は
増
え
て
い
る
の

か
。 公

共
下
水
道
事
業
会
計

�

１
７
３
億
７
８
６
６
万
円

　
下
水
道
の
普
及
促
進
や
汚
水

管
の
長
寿
命
化
、
雨
水
管
の
整

備
に
よ
る
浸
水
対
策
な
ど
を
行

い
ま
す
。

委
員

　
　
　
　
　
天
敵
で
あ
る

タ
カ
を
使
っ
て
追
い
払
う

も
の
で
あ
る
。
夏
場
に
済

生
館
西
側
の
栄
町
通
り
な

ど
に
カ
ラ
ス
が
多
く
見
ら

れ
る
た
め
、
タ
カ
を
扱
う

専
門
業
者
に
委
託
し
、
花

笠
ま
つ
り
の
開
催
前
を
目

途
に
、
３
日
間
程
度
追
い

払
い
を
実
施
し
た
い
。

環
境
課
長

▲多数の放置自転車が確認される霞城セントラル広場

　
　
　
取
扱
高
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
扱
高
の

ピ
ー
ク
は
平
成
３
年
度
で
３
９
０

億
円
だ
っ
た
が
、
２６
年
度
は
１
５

０
億
円
ま
で
減
少
し
て
い
る
。

　
　
　
山
形
駅
西
側
へ
の
公
共
駐

車
場
の
設
置
は
検
討
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る
上
で
必
要
性
が
あ

れ
ば
検
討
し
て
い
く
。

◇
予
算
委
員
会
に
お
い
て
平
成
２８

年
度
山
形
市
一
般
会
計
予
算
が
可

決
さ
れ
た
後
、
同
予
算
に
対
す
る

附※
２
帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
附
帯
決
議
案
に
つ
い
て
提
案

者
の
説
明
を
受
け
た
後
、
採
決
し

た
結
果
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ

ま
し
た
。

公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業
会
計

�

３
億
２
５
４
９
万
円

　
公
設
地
方
卸
売
市
場
の
管
理・

運
営
に
要
す
る
経
費
で
す
。

委
員

市
場
管
理
事
務
所
長

駐
車
場
事
業
会
計

�

５
億
３
３
１
０
万
円

　
市
営
駐
車
場
の
管
理
・
運
営

に
要
す
る
経
費
で
す
。

委
員

道
路
維
持
課
長

　スマートフォンやタブレットで視
聴できるようにするため、６月から
の運用開始に向けて準備を進めてい
るよ。パソコンを開く手間もなくな
るから、より気軽に見られるように
なって、とても便利になるね。
　若い人にもどんどん見てもらって
議会に興味をもってもらえるとうれ
しいな。

A

議会あれ
　　 これ

はながたベニちゃんの

教えて！！

スマートフォンで
インターネット中継が
見られないベニ！

Q
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状
は
ど
う
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
２７
年
度

は
、
７０
％
台
の
後
半
に
な
る
と
見

込
ん
で
い
る
。
今
後
も
紹
介
患
者

や
救
急
搬
送
患
者
を
積
極
的
に
受

け
入
れ
る
こ
と
で
、
利
用
率
を
高

め
て
い
く
。

　
　
　
高
等
看
護
学
院
の
卒
業
生

の
進
路
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
２７
年
度
の
卒

業
生
２９
人
の
う
ち
就
職
が
２０
人
で

あ
り
、
そ
の
う
ち
済
生
館
に
５
人

の
採
用
が
内
定
し
て
い
る
。

　
　
　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

今
後
の
推
移
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
２８
年

度
は
約
１
４
０
０
人
の
被
保
険
者

の
減
少
を
見
込
ん
で
い
る
。
今
後

も
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
へ
移
行
す
る
こ
と
で
、
大

き
く
減
少
す
る
と
想
定
し
て
い
る
。

済
生
館
管
理
課
長

委
員

済
生
館
管
理
課
長

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

�

２
７
１
億
１
１
０
６
万
円

　
国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
要

す
る
経
費
で
す
。

委
員

国
民
健
康
保
険
課
長

保
護
継
電
器
盤
整
備
の
内
容
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
２８
年

度
か
ら
２
カ
年
で
の
整
備
と
な
る
。

現
在
は
発
電
し
た
電
力
を
場
内
で

し
か
使
用
で
き
な
い
が
、
今
後
余

剰
電
力
が
出
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
た
め
、
更
新
に
合
わ
せ
て
売
電

が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
に
し
た
い
。

　
　
　
病
床
利
用
率
を
８２
％
に
設

定
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
現

浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長

病
院
事
業
会
計

�
１
４
０
億
１
２
９
７
万
円

　
済
生
館
と
済
生
館
高
等
看
護

学
院
の
運
営
・
管
理
に
要
す
る

経
費
で
す
。

委
員

　
　
　
　
　
年
間
で
１
５
０
０
件

程
度
増
え
て
お
り
、
そ
の
う
ち
３

０
０
件
程
度
が
未
接
続
世
帯
か
ら

の
接
続
で
あ
る
。
下
水
道
の
利
用

率
が
約
９０
％
で
あ
り
、
未
接
続
世

帯
は
約
６
７
０
０
世
帯
と
見
込
ま

れ
る
た
め
、
普
及
担
当
の
臨
時
職

員
と
と
も
に
正
職
員
も
直
接
出
向

き
、
普
及
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
発
展
計
画
を
策
定
し
た
こ

と
に
伴
い
、
雨
水
管
な
ど
の
整
備

計
画
に
変
更
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で

の
基
本
計
画
に
よ
り
事
業
を
推
進

す
る
こ
と
に
変
更
は
な
い
。
浸
水

箇
所
の
解
消
に
向
け
、
着
実
に
整

備
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
受※
１
電
用

営
業
課
長

委
員

雨
水
施
設
建
設
室
長

委
員

　
　
　
取
扱
高
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
扱
高
の

ピ
ー
ク
は
平
成
３
年
度
で
３
９
０

億
円
だ
っ
た
が
、
２６
年
度
は
１
５

０
億
円
ま
で
減
少
し
て
い
る
。

　
　
　
山
形
駅
西
側
へ
の
公
共
駐

車
場
の
設
置
は
検
討
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る
上
で
必
要
性
が
あ

れ
ば
検
討
し
て
い
く
。

◇
予
算
委
員
会
に
お
い
て
平
成
２８

年
度
山
形
市
一
般
会
計
予
算
が
可

決
さ
れ
た
後
、
同
予
算
に
対
す
る

附※
２
帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
附
帯
決
議
案
に
つ
い
て
提
案

者
の
説
明
を
受
け
た
後
、
採
決
し

た
結
果
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ

ま
し
た
。

公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業
会
計

�

３
億
２
５
４
９
万
円

　
公
設
地
方
卸
売
市
場
の
管
理・

運
営
に
要
す
る
経
費
で
す
。

委
員

市
場
管
理
事
務
所
長

駐
車
場
事
業
会
計

�

５
億
３
３
１
０
万
円

　
市
営
駐
車
場
の
管
理
・
運
営

に
要
す
る
経
費
で
す
。

委
員

道
路
維
持
課
長

▲発電した電力を有効活用

と　き　６月下旬～７月中旬
ところ　‌�玉虫沼農村公園「かほりの広場」
内　容　‌�紫色のかわいらしい花が咲き誇

り、皆さまのお越しをお待ちし
ています。また、大好評の「ラ
ベンダーソフトクリーム」の販
売も行います。

問い合わせ先　山辺町産業課農村整備係
� ☎６６７－１１０６

ラベンダー園『かほりの広場』オープン
山辺町

と　き　７月９日（土）
ところ　上山城周辺
内　容　‌�県内外のワイナリーが一堂に会

する大イベント。心地よい香り
と豊かな味わいが自慢の“かみ
のやま産のワイン”をお楽しみ
いただけます。

問い合わせ先　上山市観光物産協会
� ☎６７２－０８３９

やまがたワインバル２０１６inかみのやま温泉
上山市

と　き　５月８日（日）　午前１０時～
ところ　中山町立図書館　ほんわ館
内　容　‌�ぬいぐるみおとまり会、お父さ

ん＆おじいちゃんのための読み
聞かせ講座、おはなし会、ブッ
クカフェ　など

問い合わせ先
　中山町立図書館ほんわ館 ☎６６２－６６８８
　中山町教育委員会教育課 ☎６６２－２２３５

ほんわ館　春の本フェス
中山町

み
み
よ
り
情
報

※１　受電用保護継電器盤…受電の際に電流や電圧の急激な変化から電器回路を保護するためのもの。
※２　附帯決議…可決された議案に議会の希望や意見をつけること。法的拘束力を有しない。
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三
市
が
一
体
と
な
り
協
議

会
を
運
営
し
て
い
く
中
で
、
国
の

交
付
金
が
無
く
な
っ
た
後
の
対
応

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
旅
行
業
や
交
通

事
業
者
、
金
融
関
係
な
ど
と
連
携

し
な
が
ら
、
平
成
２８
年
度
中
の
会

社
組
織
化
を
目
指
し
て
お
り
、
交

付
金
が
無
く
て
も
自
立
で
き
る
よ

う
、
旅
行
業
の
手
数
料
や
市
有
施

設
な
ど
の
業
務
委
託
を
収
益
と
し

て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
づ

く
り
を
検
討
し
て
い
る
。

山
形
・
上
山
・
天
童
三
市
連
携
観
光
地
域
づ
く
り

推
進
協
議
会
負
担
金�

６
０
０
０
万
円

　
法
人
化
の
準
備
や
誘
客
推
進

事
業
を
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。

委
員

観
光
物
産
課
長

ま
れ
る
。

　
　
　
小
学
校
の
ト
イ
レ
や
中
学

校
の
空
調
設
備
の
整
備
計
画
は
、

国
庫
補
助
金
が
採
択
さ
れ
な
い
と

取
り
組
ま
な
い
の
か
。
計
画
の
平

成
３１
年
度
ま
で
に
整
備
で
き
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
整
備

計
画
を
策
定
し
て
い
る
が
、
主
要

な
財
源
と
し
て
国
の
交
付
金
を
想

定
し
て
い
る
。
２７
年
度
ま
で
は
、

ト
イ
レ
改
修
事
業
・
高
楯
中
学
校
空
調
設
備

改
修
工
事�

２
億
６
９
７
万
円

　
学
校
の
ト
イ
レ
環
境
と
空
調

環
境
の
改
善
を
行
い
ま
す
。

委
員

教
委
管
理
課
長

　
　
　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請

状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
２
月
末
で
１
万
３
２

３
８
件
の
申
請
が
あ
り
、
交
付
通

知
書
を
約
２
０
０
０
通
郵
送
し
て

い
る
。
そ
の
う
ち
５
１
３
枚
を
交

付
し
て
い
る
。

　
　
　
ど
の
よ
う
な
手
順
で
交
付

し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
Ｊ−

Ｌ
Ｉ
Ｓ
か
ら
送

ら
れ
て
き
た
カ
ー
ド
を
検
品
し
た

後
に
、
申
請
者
へ
交
付
通
知
書
を

郵
送
し
、
電
話
で
受
け
取
り
の
予

約
を
も
ら
っ
て
か
ら
交
付
し
て
い

る
。

　
　
　
３
月
末
ま
で
通
知
カ
ー
ド

を
保
管
す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、

そ
の
後
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
。

　
　
　
　
　
本
人
へ
の
連
絡
ま
た

は
居
所
の
把
握
が
可
能
と
な
る
ま

で
保
管
す
る
よ
う
国
か
ら
通
知
が

来
て
い
る
た
め
、
実
態
調
査
を
し

な
が
ら
配
付
に
努
め
た
い
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
発
行
等
事
務

交
付
金�

４
１
７
８
万
円

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発

行
経
費
が
増
額
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
予
算
の
増
額
で
す
。

委
員

市
民
課
長

委
員

市
民
課
長

委
員

市
民
課
長

ら
い
の
期
間
を
見
込
ん
で
い
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
５
月
中
旬
か
ら

順
次
支
給
す
る
予
定
で
あ
り
、
９

月
末
ま
で
に
は
完
了
し
た
い
。

　
　
　
体
育
施
設
整
備
基
金
の
使

い
道
と
し
て
、
今
後
策
定
す
る
ス

ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
実
施
計
画
に

基
づ
き
施
設
を
検
討
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
計
画
は
い
つ
ま
で
に
策

定
す
る
の
か
。
体
育
施
設
な
ど
に

不
測
の
事
態
が
起
き
た
場
合
は
、

基
金
が
取
り
崩
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
の
計

画
期
間
が
平
成
２９
年
度
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、
次
期
計
画
は
３０
年

度
か
ら
と
な
る
。
計
画
を
策
定
す

る
中
で
、
施
設
整
備
も
議
論
し
な

が
ら
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
く
こ

と
に
な
り
、
２８
年
度
か
ら
の
２
カ

年
で
策
定
す
る
。
ま
た
、
不
測
の

事
態
に
よ
る
基
金
の
取
り
崩
し
に

は
議
論
が
必
要
と
な
る
が
、
上
位

生
活
福
祉
課
長

体
育
施
設
整
備
基
金
積
立
金

�

６
億
５
１
２
６
万
円

　
ド
ー
ム
型
競
技
場
の
整
備
を

当
面
見
送
る
こ
と
に
合
わ
せ
、

ド
ー
ム
型
競
技
場
建
設
基
金
の

積
立
金
を
体
育
施
設
整
備
基
金

へ
全
額
繰
り
入
れ
ま
す
。

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

選
ん
だ
の
か
。

　
　
　
　
　
地
方
版
の
総
合
戦
略

を
作
成
す
る
中
で
、
提
案
を
募
り

な
が
ら
事
業
を
選
定
し
た
。

　
　
　
給
付
金
の
支
給
は
ど
の
く

財
政
課
長

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

給
付
事
業
費�

８
億
９
２
３
万
円

　
所
得
の
低
い
６５
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
、
１
人
３
万
円
を
給

付
し
ま
す
。

委
員

　
　
　
委
託
の
内
容
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。ま
た
、山
形
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
移
住
を
Ｐ
Ｒ
す

る
動
画
を
制
作
す
る
も
の
で
あ
る
。

協
議
会
は
芸
工
大
や
山
形
銀
行
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
、
山
形
県
宅

地
建
物
取
引
業
協
会
な
ど
で
構
成

し
、
空
き
店
舗
や
空
き
住
宅
を
活

用
し
、
移
住
定
住
に
つ
な
げ
て
い

移
住
・
定
住
促
進
事
業

�

１
１
０
０
万
円

　
移
住
・
定
住
促
進
に
向
け
た

各
種
情
報
の
発
信
を
官
民
連
携

に
よ
り
取
り
組
み
ま
す
。

委
員

企
画
調
整
課
長

　
　
　
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金

を
申
請
し
た
事
業
は
ど
の
よ
う
に

　
補
正
予
算
審
査
の
中
か
ら
い

く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

歳
入
（
一
般
会
計
）

�

２５
億
１
０
９
５
万
円

　
地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金

な
ど
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

　
　
　
市
営
天
満
住
宅
の
築
年
数

は
ど
の
く
ら
い
で
、
い
つ
頃
ま
で

使
用
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
４６
年
か
ら

４７
年
ま
で
に
建
築
し
て
お
り
、
耐

用
年
数
は
７０
年
と
さ
れ
て
い
る
。

天
満
住
宅
の
Ａ
・
Ｂ
棟
は
、
耐
震

改
修
工
事
を
行
い
、Ｃ
・
Ｄ
棟
は
、

耐
震
診
断
を
実
施
し
た
上
で
建
て

替
え
も
含
め
判
断
し
て
い
く
。

松
山
住
宅
Ａ
棟
及
び
天
満
住
宅
Ａ
・
Ｂ
棟

耐
震
改
修
工
事�

２
５
７
５
万
円

　
平
成
２８
年
度
に
予
定
し
て
い

る
工
事
を
前
倒
し
で
実
施
し
ま

す
。

委
員

管
理
住
宅
課
長

国
庫
補
助
金
は
耐
震
化
事
業
に
重

点
的
に
配
分
さ
れ
て
い
た
が
、
耐

震
化
が
お
お
む
ね
完
了
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
は
大
規
模
改
修

な
ど
の
施
設
整
備
に
配
分
さ
れ
る

も
の
と
考
え
て
お
り
、
歳
入
確
保

に
向
け
最
大
限
努
力
し
て
い
く
。

　
　
　
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化

は
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
て
を
洋

式
ト
イ
レ
に
す
る
の
で
は
な
く
、

各
フ
ロ
ア
に
和
式
ト
イ
レ
が
男
女

１
基
ず
つ
残
る
よ
う
整
備
し
て
い

る
。

委
員

教
委
施
設
整
備
室
長

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
を
活
用
し
た

事
業
の
補
正
予
算
を
可
決

補 正 予 算

計
画
や
情
勢
の
変
化
な
ど

に
対
応
が
必
要
な
場
合
も

想
定
さ
れ
る
。

　
　
　
体
育
施
設
整
備
基

金
の
用
途
に
は
、
ド
ー
ム

型
競
技
場
を
含
め
て
冬
季

間
や
雨
天
時
で
も
運
動
で

き
る
屋
根
付
き
施
設
な
ど

も
含
ま
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今

後
の
施
設
の
大
規
模
改
修

や
新
規
の
施
設
整
備
な
ど
、

対
象
施
設
を
限
定
せ
ず
に

広
く
対
象
と
し
て
い
く
も

の
で
あ
り
、
そ
の
中
に
含

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

▲空調設備の改修で教育環境を改善

３月の主な補正予算
一般会計 ２５億１，０９５万円

●年金生活者等支援臨時福祉給付金
　給付事業費　�  ８億９２３万円

＜主なもの＞� （千円以下切捨て）

●情報セキュリティ強化対策事業費
　�  １億９，５６５万円
●除排雪等委託料　�  １億７，０００万円
●トイレ改修事業費（金井小・南小）
　�  １億２，９６４万円
●高齢者外出支援事業費補助金
　�  １億１，７８０万円
●高楯中学校空調設備改修工事費
　�  ７，７３３万円
●山形・上山・天童三市連携観光地域づくり
　推進協議会負担金　�  ６，０００万円
●個人番号カード発行等事務交付金
　�  ４，１７８万円
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三
市
が
一
体
と
な
り
協
議

会
を
運
営
し
て
い
く
中
で
、
国
の

交
付
金
が
無
く
な
っ
た
後
の
対
応

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
旅
行
業
や
交
通

事
業
者
、
金
融
関
係
な
ど
と
連
携

し
な
が
ら
、
平
成
２８
年
度
中
の
会

社
組
織
化
を
目
指
し
て
お
り
、
交

付
金
が
無
く
て
も
自
立
で
き
る
よ

う
、
旅
行
業
の
手
数
料
や
市
有
施

設
な
ど
の
業
務
委
託
を
収
益
と
し

て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
づ

く
り
を
検
討
し
て
い
る
。

山
形
・
上
山
・
天
童
三
市
連
携
観
光
地
域
づ
く
り

推
進
協
議
会
負
担
金�

６
０
０
０
万
円

　
法
人
化
の
準
備
や
誘
客
推
進

事
業
を
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。

委
員

観
光
物
産
課
長

　
　
　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請

状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
２
月
末
で
１
万
３
２

３
８
件
の
申
請
が
あ
り
、
交
付
通

知
書
を
約
２
０
０
０
通
郵
送
し
て

い
る
。
そ
の
う
ち
５
１
３
枚
を
交

付
し
て
い
る
。

　
　
　
ど
の
よ
う
な
手
順
で
交
付

し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
Ｊ−

Ｌ
Ｉ
Ｓ
か
ら
送

ら
れ
て
き
た
カ
ー
ド
を
検
品
し
た

後
に
、
申
請
者
へ
交
付
通
知
書
を

郵
送
し
、
電
話
で
受
け
取
り
の
予

約
を
も
ら
っ
て
か
ら
交
付
し
て
い

る
。

　
　
　
３
月
末
ま
で
通
知
カ
ー
ド

を
保
管
す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、

そ
の
後
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
。

　
　
　
　
　
本
人
へ
の
連
絡
ま
た

は
居
所
の
把
握
が
可
能
と
な
る
ま

で
保
管
す
る
よ
う
国
か
ら
通
知
が

来
て
い
る
た
め
、
実
態
調
査
を
し

な
が
ら
配
付
に
努
め
た
い
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
発
行
等
事
務

交
付
金�

４
１
７
８
万
円

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発

行
経
費
が
増
額
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
予
算
の
増
額
で
す
。

委
員

市
民
課
長

委
員

市
民
課
長

委
員

市
民
課
長

く
も
の
で
、
平
成
２８
年
度
は
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
や
都
市
部
に

情
報
発
信
を
す
る
サ
イ
ト
を
構
築

し
て
い
く
。

　
　
　
ジ
ョ
ブ
っ
す
や
ま
が
た
の

活
用
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
平
成
２７
年
度
か
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
３０
社

程
度
の
企
業
情
報
や
職
員
募
集
な

ど
に
活
用
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に

労
働
力
確
保
推
進
事
業

�

８
０
９
万
円

　
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
に
よ
る
就
職

者
の
増
加
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。

委
員

商
工
課
長

　
　
　
委
託
の
内
容
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。ま
た
、山
形
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
移
住
を
Ｐ
Ｒ
す

る
動
画
を
制
作
す
る
も
の
で
あ
る
。

協
議
会
は
芸
工
大
や
山
形
銀
行
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
、
山
形
県
宅

地
建
物
取
引
業
協
会
な
ど
で
構
成

し
、
空
き
店
舗
や
空
き
住
宅
を
活

用
し
、
移
住
定
住
に
つ
な
げ
て
い

移
住
・
定
住
促
進
事
業

�

１
１
０
０
万
円

　
移
住
・
定
住
促
進
に
向
け
た

各
種
情
報
の
発
信
を
官
民
連
携

に
よ
り
取
り
組
み
ま
す
。

委
員

企
画
調
整
課
長

　
　
　
市
営
天
満
住
宅
の
築
年
数

は
ど
の
く
ら
い
で
、
い
つ
頃
ま
で

使
用
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
４６
年
か
ら

４７
年
ま
で
に
建
築
し
て
お
り
、
耐

用
年
数
は
７０
年
と
さ
れ
て
い
る
。

天
満
住
宅
の
Ａ
・
Ｂ
棟
は
、
耐
震

改
修
工
事
を
行
い
、Ｃ
・
Ｄ
棟
は
、

耐
震
診
断
を
実
施
し
た
上
で
建
て

替
え
も
含
め
判
断
し
て
い
く
。

松
山
住
宅
Ａ
棟
及
び
天
満
住
宅
Ａ
・
Ｂ
棟

耐
震
改
修
工
事�

２
５
７
５
万
円

　
平
成
２８
年
度
に
予
定
し
て
い

る
工
事
を
前
倒
し
で
実
施
し
ま

す
。

委
員

管
理
住
宅
課
長

２０
社
を
追
加
す
る
予
定
で

あ
る
。
企
業
団
体
・
組
合

の
総
会
な
ど
で
、
引
き
続

き
ジ
ョ
ブ
っ
す
や
ま
が
た

へ
の
登
録
を
呼
び
か
け
て

い
く
。

　
　
　
就
職
支
援
業
務
委

託
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

　
　
　
　
　
首
都
圏
や
仙

台
市
の
大
学
な
ど
を
訪
問

し
、
合
同
企
業
説
明
会
や

保
護
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
を

行
い
、
就
職
者
の
増
加
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

委
員

商
工
課
長

▲あなたの労働力が山形市を元気にします

▲耐震改修で入居者も安心
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１２
月
に
一
部
改
正
し
た
市

税
条
例
が
、
国
の
制
度
見
直
し
に

よ
り
３
月
に
再
び
改
正
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
な
い
よ
う
国
に
対
し
て
意

見
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
の
取
り
扱
い
を
国
に
対
し
質
問

し
て
い
る
。
市
町
村
に
と
っ
て
不

利
益
な
ど
が
あ
れ
ば
、
国
に
要
望

し
て
い
く
。

税

金

市
民
税
の
減
免
申
請
な
ど
で

個
人
番
号
の
記
載
が
不
要
に

委
員

市
民
税
課
長

　
　
　
公
務
員
の
給
与
が
高
い
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
民
間
と
の
較

差
是
正
は
な
ぜ
必
要
な
の
か
。

　
　
　
　
　
人
事
院
勧
告
と
県
人

事
委
員
会
勧
告
を
考
慮
し
、
給
与

改
定
を
行
っ
て
い
る
。
県
の
人
事

委
員
会
で
は
、
従
業
員
５０
人
以
上

の
県
内
企
業
を
抽
出
し
、
県
の
職

員
と
給
与
を
比
較
し
て
お
り
、
そ

の
較
差
を
是
正
す
る
も
の
と
し
て

勧
告
し
て
い
る
。 市

役
所

市
特
別
職
の
期
末
手
当
の

支
給
割
合
を
引
き
上
げ

委
員

職
員
課
長

ま
た
は
そ
の
家
族
か
ら
２
人
以
上
、

地
域
住
民
の
代
表
者
ま
た
は
当
該

サ
ー
ビ
ス
に
知
見
を
有
す
る
方
か

ら
２
人
以
上
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
出
席
す
る
。

　
　
　
利
用
定
員
１８
人
以
下
の
通

所
介
護
事
業
者
の
地
域
密
着
型
通

所
介
護
へ
の
移
行
に
伴
い
、
基
準

な
ど
に
変
更
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
の
設

置
基
準
な
ど
と
同
様
で
あ
り
、
変

更
は
な
い
。

　
　
　
い
じ
め
問
題
専
門
委
員
会

が
調
査
審
議
す
る
重
大
事
態
と
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

　
　
　
　
　
　
　
児
童
生
徒
の
生

命
、
心
身
ま
た
は
財
産
に
重
大
な

被
害
が
生
じ
た
疑
い
が
あ
る
場
合

や
、
い
じ
め
に
よ
り
３０
日
以
上
の

欠
席
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
、

児
童
生
徒
や
保
護
者
か
ら
い
じ
め

に
よ
り
重
大
事
態
に
至
っ
た
と
の

申
し
立
て
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
を

指
し
て
い
る
。

委
員

長
寿
支
援
課
長教

育

い
じ
め
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
条
例
を
設
定

委
員

学
校
教
育
課
長

　
　
　
い
じ
め
た
側
に
対
す
る
対

応
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
学
校
教
育
の
中

で
は
、
全
て
の
子
ど
も
を
救
う
こ

と
を
大
事
に
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
い
じ
め
た
側
は
加
害
者
に
な

る
が
、
そ
の
子
の
将
来
も
考
え
な

が
ら
問
題
を
解
決
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
い
じ
め
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
の
内
容
が
分
か
り
に
く
い

が
、
設
問
な
ど
は
各
学
校
が
作
っ

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
県
が
行
っ
て
い

る
も
の
は
統
一
様
式
だ
が
、
各
学

校
が
独
自
に
行
っ
て
い
る
も
の
は

記
述
式
が
多
く
、
子
ど
も
の
心
を

探
る
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
保
護
者
対
象
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
内
容
に
も
指
導
し
て
い
く
。

　
　
　
ド
ー
ム
型
競
技
場
は
市
民

の
期
待
も
大
き
い
。
今
後
検
討
す

る
施
設
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
文

章
な
ど
で
残
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ

振
興
計
画
の
見
直
し
を
す
る
中
で
、

市
民
の
意
見
な
ど
も
反
映
さ
せ
て

い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
そ
の
時

点
で
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。

委
員

学
校
教
育
課
長

委
員

学
校
教
育
課
長

ド
ー
ム
型
競
技
場
建
設
基
金

を
廃
止

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

　
　
　
認
知
症
対
応
型
通

所
介
護
等
の
運
営
推
進
会

議
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
る
が
、
構
成
や
人
数
な

ど
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
利
用
者

福

祉

運
営
推
進
会
議
の
設

置
が
義
務
付
け

委
員

長
寿
支
援
課
長

▲マイナンバーの適切な利用が望まれる

こんなことが話し合われました！！

総 務
産業文教

厚 生
環境建設

常任委員会

４つの委員会で
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約
７
５
０

万
円
増
え
て
、
１
２
９
０
万
円
と

な
る
。

　
　
　
年
間
の
使
用
料
を
ど
の
程

度
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
１
２
０

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　
浜
崎
穂
積
線
は
非
常
に
事

故
が
多
く
損
傷
も
見
ら
れ
る
が
、

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

ま
ち
づ
く
り

市
道
の
認
定
・
廃
止
・
変
更

を
審
査

委
員

　
　
　
国
や
県
か
ら
道
路
が
移
管

さ
れ
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
協
議

を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
市
で
引
き
継
ぐ

こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と
判
断
し

た
場
合
は
、
現
場
で
補
修
箇
所
な

ど
を
確
認
し
、
修
繕
し
た
後
に
引

き
継
ぎ
の
手
続
き
に
入
る
こ
と
に

な
る
。

　
　
　
国
や
県
か
ら
の
道
路
移
管

に
よ
り
除
排
雪
な
ど
へ
の
影
響
は

あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
と

違
っ
た
業
者
が
除
排
雪
な
ど
を
行

う
た
め
、
新
た
な
除
排
雪
シ
ー
ズ

ン
の
前
に
十
分
な
下
見
を
行
い
、

除
排
雪
の
質
を
落
と
さ
な
い
よ
う

に
し
た
い
。

　
　
　
長
期
優
良
住
宅
は
、
ど
の

よ
う
な
場
合
に
認
定
さ
れ
る
の
か
。

認
定
さ
れ
た
場
合
の
優
遇
措
置
は

あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
住
宅
の
増
改
築

で
、
既
存
部
分
も
含
め
て
基
準
に

適
合
す
る
場
合
に
認
定
さ
れ
る
。

新
築
の
場
合
、
税
制
な
ど
の
優
遇

措
置
は
あ
る
が
、
既
存
住
宅
は
優

遇
措
置
が
無
い
こ
と
か
ら
、
国
で

検
討
し
て
い
る
。

委
員

道
路
維
持
課
長

委
員

道
路
維
持
課
長

長
期
優
良
住
宅
認
定
制
度
に

お
け
る
認
定
手
数
料
を
新
設

委
員

建
築
指
導
課
長

　
　
　
ド
ー
ム
型
競
技
場
を
建
設

し
て
欲
し
い
と
の
要
望
を
受
け
て

こ
れ
ま
で
協
議
し
て
き
た
が
、
そ

の
意
見
や
経
過
は
重
く
受
け
止
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
画
を
作

成
し
て
い
く
中
で
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
の
関
係
団
体
や
市
民
の
方
か
ら

幅
広
い
意
見
を
い
た
だ
く
が
、
こ

れ
ま
で
の
意
見
や
経
過
も
重
く
受

け
止
め
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
蔵
王
ジ
ャ
ン
プ
台
の
サ

マ
ー
ヒ
ル
化
で
、
年
間
の
維
持
管

理
経
費
は
ど
の
程
度
増
え
る
の
か
。

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

蔵
王
ジ
ャ
ン
プ
台
の

施
設
使
用
料
を
定
め
る

委
員

ど
の
よ
う
な
協
議
を
し
て

き
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
構
造
的

な
高
さ
の
問
題
や
野
呂
川

に
よ
る
線
形
の
問
題
な
ど

が
あ
り
、
現
状
の
形
が
精

一
杯
だ
っ
た
と
聞
い
て
い

る
。
完
成
後
約
２
年
経
つ

が
、
雪
が
解
け
な
い
こ
と

や
高
さ
制
限
の
看
板
が
見

え
に
く
い
こ
と
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
が
無
い
こ
と
な
ど

の
問
題
点
に
国
が
全
て
対

応
し
た
た
め
、
こ
の
た
び

引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。

道
路
維
持
課
長

委 

員 

会

視
察
報
告

　
本
市
議
会
で
は
、
先

進
的
な
施
策
を
実
施
す

る
他
の
自
治
体
な
ど
へ

の
視
察
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
議
会
運
営

委
員
会
の
視
察
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委員会名 日程 視察地 視察項目

議会運営委員会
（１班）

１月２５日（月）
～

１月２７日（水）

香川県東かがわ市
徳島県徳島市
香川県高松市

議会運営および
議会改革について

議会運営委員会
（２班）

２月８日（月）
～

２月１０日（水）

静岡県静岡市
静岡県藤枝市
静岡県掛川市

議会運営および
議会改革について

議会運営委員会（１班）
より開かれた、より活発な議会運営に向けて

　高松市議会では、平成２７年６
月定例会から手話通訳を介して
議会の傍聴ができるようになっ
ています。実施する会議は、公
開している本会議または委員会

です。聴覚障がい者の方にも開かれた議会の実現を目指し
ていますが、手話通訳者のスペース確保の問題や難解な専
門用語の訳し方など、今後の課題もあるとのことです。
　他にも、３つの特別委員会（新病院等整備、総合交通対
策、総合防災対策）を設置し活発な議会運営を行おうとす
る取り組みは、本市においても検討すべき事項として、大
変参考になるものでした。

議会運営委員会（２班）
議会もＰＤＣＡサイクルを

　藤枝市議会では、決算審査に
おける事業評価に取り組んでお
り、決算特別委員会の政策提言
を踏まえた予算審議を行ってい
ます。さらに平成２３年度からは

常任委員会で施策・事業の評価に取り組み、進展状況を確
認しながら予算審査に入るというＰＤＣＡサイクルを意識
した議会運営を行っています。また、全議員にタブレット
端末を配付し、資料の管理や情報伝達などに活用するなど、
本市においても今後検討すべき事項として、大変参考にな
るものでした。

▲夏場の利用拡大が期待される
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３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
意

見
書
は
２
件
で
す
。
い
ず
れ
も
関

係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

　
「
奨
学
金
」
利
用
者
は
年
々
増

加
し
、
大
学
生
の
２
人
に
１
人
が

何
ら
か
の
「
奨
学
金
」
を
利
用
し

て
い
る
。

意
見
書
（
要
旨
）

奨
学
金
制
度
の
充
実
と
教
育
費

負
担
の
軽
減
を
求
め
る
意
見
書

　
一
方
、
不
安
定
雇
用
や
低
賃
金

に
よ
り
、
卒
業
し
て
も
返
済
に
苦

し
み
、「
返
し
た
く
て
も
返
せ
な

い
」
若
者
が
増
加
し
て
お
り
、
滞

納
者
は
３３
万
人
に
及
ん
で
い
る
。

　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機

構
）
加
盟
３４
か
国
の
う
ち
半
数
近

く
の
国
の
大
学
は
授
業
料
が
無
償

で
、
３２
か
国
に
公
的
な
給
付
型
奨

学
金
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

大
学
の
授
業
料
が
有
償
で
、
公
的

な
給
付
型
奨
学
金
制
度
が
な
い
の

は
日
本
だ
け
で
あ
る
。

　
若
者
を
社
会
全
体
で
応
援
し
、

急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
や
地
方

の
衰
退
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、

次
の
事
項
を
実
施
す
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

１�　
速
や
か
に
国
に
よ
る
給
付
型

奨
学
金
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
。

２�　
給
付
型
奨
学
金
制
度
導
入
ま

で
の
間
、
現
行
の
貸
与
型
奨
学

金
制
度
の
延
滞
者
に
あ
っ
て
は
、

返
済
金
を
元
金
・
利
息
・
延
滞

金
の
順
に
充
当
す
る
と
と
も
に
、

所
得
に
応
じ
た
無
理
の
な
い
返

済
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
。

３�　
大
学
等
の
学
費
の
引
き
下
げ

や
授
業
料
免
除
の
拡
充
を
実
行

す
る
こ
と
。

　
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
教
育
を

保
障
す
る
こ
と
は
、
社
会
の
基
盤

づ
く
り
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な

こ
と
か
ら
、「
教
育
は
未
来
へ
の

先
行
投
資
」
で
あ
る
こ
と
が
多
く

の
国
民
の
共
通
認
識
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
た
め
教
育
予
算
を
国
全

体
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
確
保
・

充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領

に
よ
り
、
授
業
時
数
や
指
導
内
容

が
増
加
し
て
お
り
、
日
本
語
指
導

な
ど
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち

や
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ

の
対
応
、
い
じ
め
・
不
登
校
な
ど

の
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
解
決

に
向
け
た
少
人
数
教
育
の
推
進
を

含
む
計
画
的
な
教
職
員
定
数
改
善

が
必
要
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
国
に
対
し
、
次
の
事

項
に
つ
い
て
速
や
か
に
必
要
な
措

置
を
行
う
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１�　
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
改

善
の
た
め
に
、
計
画
的
な
教
職

員
定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。

２�　
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の

維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担

割
合
を
２
分
の
１
に
復
元
す
る

こ
と
。

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
を

は
か
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　
教
育
委
員
会
教
育
長
の
教
育
委

員
と
し
て
の
任
期
が
３
月
３１
日
で

満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
次
の
方

の
任
命
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
同

意
し
ま
し
た
。

　
荒あ
ら
澤さ
わ　
賢よ
し
雄お

氏
（
大
字
中
里
）

　
監
査
委
員
１
人
の
任
期
が
平
成

２７
年
１２
月
３１
日
で
満
了
し
て
い
る

こ
と
に
伴
う
新
た
な
監
査
委
員
の

選
任
は
、
投
票
の
結
果
、
賛
成
少

数
で
不
同
意
と
な
り
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
、
２
人

の
任
期
が
６
月
３０
日
で
満
了
す
る

こ
と
に
伴
い
、
次
の
方
の
推
薦
に

つ
い
て
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し

た
。

　
細ほ
そ
矢や　
正ま
さ
利と
し
氏
（
五
日
町
）

　
村む
ら
山や
ま
恵え

美み

子こ

氏
（
諏
訪
町
）

人
事
案
件

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

に
同
意

監
査
委
員
の
選
任
に
不
同
意

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
薦
に
同
意

件　　　　　　　名
紹介議員 所　管

委員会 結　果
提　　　出　　　者

請　
　
　
　
　
　
　
願

第
１１
号
（
Ｈ
２７
）

継
続

ＴＰＰ交渉「大筋合意」
は撤回し、調印・批准し
ないことを求めることに
ついて

阿曽　　隆
川口　充律 産業文教 撤　回

山形地方農民連
会長 吉田吉弘 ほか１名

第
１
号
新
規

教職員定数改善と義務教
育費国庫負担制度２分の
１復元をはかるための、
２０１６年度政府予算に係る
意見書採択を求めること
について

佐藤亜希子
髙橋　昭弘
松田　孝男

産業文教 採　択

山形県教職員組合
山形地区支部
支部長　早坂久佳

第
２
号
新
規

ＴＰＰ協定を国会で批准
しないことを求めること
について 阿曽　　隆

川口　充律 産業文教 継続審査
山形地方農民連
会長 吉田吉弘 ほか１名

第
３
号
新
規

奨学金制度の充実と教育
費負担の軽減に関するこ
とについて 遠藤　吉久

小野　　仁
阿曽　　隆

産業文教 採　択
一般社団法人
山形県労働者福祉協議会
理事長　岡田新一

　３月定例会で審議された請願は、請願者から撤回の申し
出があった１件を除き、新たに提出された３件です。各委
員会での審査結果は以下の通りです。

請　　願
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※�議第２号～議第７号、議第３０号～議第３１号は３月８日に議決。その他の議案
および議会案は３月２３日に議決。

議決議案一覧（３月定例会）
議案番号 件　　　　名 議決結果

議第２号 平成２７年度山形市一般会計補正予算
　内容は８～９ページをご覧ください。

可決
（一覧表参照）

議第３号

～

議第７号

平成２７年度山形市公共下水道事業会計補正予算、平成
２７年度山形市国民健康保険事業会計補正予算、平成２７
年度山形市後期高齢者医療事業会計補正予算、平成２７
年度山形市介護保険事業会計補正予算、平成２７年度山
形市公設地方卸売市場事業会計補正予算
　人件費に係る補正予算の計上です。

可決
（全会一致）

議第８号 平成２８年度山形市一般会計予算
　内容は２～７ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議第９号

～

議第１９号

平成２８年度山形市水道事業会計予算、平成２８年度山形
市公共下水道事業会計予算、平成２８年度山形市立病院
済生館事業会計予算、平成２８年度山形市国民健康保険
事業会計予算、平成２８年度山形市後期高齢者医療事業
会計予算、平成２８年度山形市介護保険事業会計予算、
平成２８年度山形市区画整理事業会計予算、平成２８年度
山形市財産区会計予算、平成２８年度山形市駐車場事業
会計予算、平成２８年度山形市公設地方卸売市場事業会
計予算、平成２８年度山形市農業集落排水事業会計予算
　内容は２～７ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議第２０号

～

議第２２号

市道路線の認定について、市道路線の廃止について、
市道路線の変更について
　市道路線１３路線を認定、３路線を廃止、９路線を変
更するものです。

可決
（全会一致）

議第２３号
議第２４号

山形市行政不服審査条例の設定について、行政不服審
査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の設定
について
　行政不服審査法の全部改正に伴い、行政不服審査会
の設置等に関し必要な事項を定めるとともに、所要の
改正をするものです。

可決
（全会一致）

議第２５号
山形市職員の退職管理に関する条例の設定について
　地方公務員法の改正に伴い、職員の退職管理に関し
必要な事項を定めるものです。

可決
（全会一致）

議第２６号
議第２７号

山形市職員の自己啓発等休業に関する条例の設定につ
いて、山形市職員の修学部分休業に関する条例の設定
について
　職員に自発性や自主性を生かした幅広い能力開発等
の機会を提供しようとするものです。

可決
（全会一致）

議第２８号

山形市いじめ防止対策の推進に関する条例の設定につ
いて
　いじめ防止等のための対策を総合的かつ効果的に推
進するため、付属機関の設置等に関し必要な事項を定
めるものです。

可決
（全会一致）

議第２９号
山形市生活支援型ホームヘルパー派遣条例の廃止につ
いて
　介護予防・日常生活支援総合事業の開始に伴い、生活‌
支援型ホームヘルプサービス事業を廃止するものです。

可決
（全会一致）

議第３０号
山形市一般職の職員の給与に関する条例の一部改正に
ついて
　人事院勧告および県人事委員会勧告を考慮し、給料
月額の改定等をするものです。

可決
（全会一致）

議第３１号

山形市特別職の職員の給与に関する条例及び山形市教
育委員会教育長の給与、旅費、勤務時間その他の勤務
条件に関する条例の一部改正について
　人事院勧告および県人事委員会勧告を考慮し、特別
職の職員および教育委員会教育長並びに市議会議員の
期末手当の支給割合を改定するものです。

可決
（一覧表参照）

議第３２号
山形市一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正
について
　地方公務員法の改正に伴い、人事評価制度の導入等
に係る所要の改正をするものです。

可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第３３号
山形市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の
一部改正について
　地方公務員法の改正に伴い、人事行政の運営等の状
況の報告事項を新たに定めるものです。

可決
（全会一致）

議第３４号
山形市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改
正について
　骨髄移植に係る特別休暇の対象を拡大するものです。

可決
（全会一致）

議第３５号
山形市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償
等に関する条例の一部改正について
　地方公務員災害補償法施行令の改正に合わせ、所要
の改正をするものです。

可決
（全会一致）

議第３６号
山形市基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部
改正について
　ドーム型競技場の整備を当面見送ることに合わせ、
ドーム型競技場建設基金を廃止するものです。

可決
（一覧表参照）

議第３７号
山形市市税条例の一部改正について
　市民税の減免申請書等の記載事項の一部を見直すた
め、所要の改正をするものです。

可決
（全会一致）

議第３８号
山形市手数料条例の一部改正について
　建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律の
施行等に伴い、新たな手数料を定めるものです。

可決
（全会一致）

議第３９号
山形市消費生活センター条例の一部改正について
　消費者安全法の改正に伴い、所要の改正をするもの
です。

可決
（全会一致）

議第４０号 山形市児童遊園条例の一部改正について
　児童遊園２カ所を新設するものです。

可決
（全会一致）

議第４１号
議第４２号

山形市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及
び運営に関する基準等を定める条例の一部改正につい
て、山形市指定地域密着型介護予防サービスの事業の
人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一
部改正について
　国の基準の改正に合わせ、「指定地域密着型サービス」
および「指定地域密着型介護予防サービス」の事業の
人員、設備および運営に関する基準等について、所要
の改正をするものです。

可決
（全会一致）

議第４３号
山形市建築審査会条例の一部改正について
　建築基準法の改正に伴い、建築審査会の委員の任期
について規定するものです。

可決
（全会一致）

議第４４号
山形市火災予防条例の一部改正について
　総務省令の改正に伴い、ガスグリドルを備えた設備
等および電磁誘導過熱式調理器に係る離隔距離を定め
るなど所要の改正をするものです。

可決
（全会一致）

議第４５号 山形市体育施設使用料条例の一部改正について
　蔵王ジャンプ台の使用料を定めるものです。

可決
（全会一致）

議第４６号 山形市教育委員会教育長の任命について
　詳細は１２ページの「人事案件」をご覧ください。

同意
（全会一致）

議第４７号 山形市監査委員の選任について
　詳細は１２ページの「人事案件」をご覧ください。

不同意
（一覧表参照）

議会案番号 件　　　　名 議決結果

議会案
第１号

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復
元をはかることを求める意見書の提出について
　内容は１２ページの「意見書（要旨）」をご覧ください。

可決
（全会一致）

議会案
第２号

奨学金制度の充実と教育費負担の軽減を求める意見書
の提出について
　内容は１２ページの「意見書（要旨）」をご覧ください。

可決
（全会一致）

◆ ○＝賛成　×＝反対　退＝退席　　◆ 石澤秀夫議長は採決に加わらない。

◆ 賛成と反対の双方や退席などがあった場合に表示しています。議案の賛否一覧表
� 会派
� 議員名

議案
議会案番号

翔政会 市民連合山形市議団 緑政会 共産党 公明党 斎
藤
武
弘
副
議
長

石
澤
秀
夫
議
長

議決
結果

仁
藤

俊

浅
野
弥
史

田
中
英
子

伊
藤
香
織

中
野
信
吾

菊
地
健
太
郎

遠
藤
和
典

丸
子
善
弘

長
谷
川
幸
司

須
貝
太
郎

鈴
木
善
太
郎

尾
形
源
二

髙
橋
昭
弘

高
橋
公
夫

佐
藤
秀
明

伊
藤
美
代
子

川
口
充
律

斉
藤
栄
治

遠
藤
吉
久

加
藤

孝

渋
江
朋
博

武
田

聡

渡
辺

元

小
野

仁

斎
藤
淳
一

阿
曽

隆

佐
藤
亜
希
子

今
野
誠
一

松
田
孝
男

武
田
新
世

折
原
政
信

議 第 ２ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 退 退 ○ ○ ○ ○ － 可決
議 第 ３１ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ － 可決
議 第 ３６ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
議 第 ４７ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ － 不同意
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斉
藤　
栄
治 

議
員

医
療
・
子
育
て
・
介
護
の
充
実
で

市
民
の
た
め
の
市
政
を

　
　
市
長
の
公
約
で
あ
る
健
康
医

療
先
進
都
市
の
目
的
は
何
か
。

　
　
市
民
が
健
康
で
い
ら
れ
、
万

が
一
具
合
が
悪
く
な
っ
て
も
最
先

QA

端
の
医
療
や
充
実
し
た
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
や
、
こ

れ
か
ら
の
本
市
を
け
ん
引
す
る
産

業
の
育
成
、
市
特
有
の
個
性
や
魅

力
を
伸
ば
す
こ
と
で
あ
る
。

　
　
市
民
が
安
心
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
、
市
が
推
奨
し
て
い
る
安

心
な
薬
局
で
あ
る
こ
と
が
一
目
で

分
か
る
優
良
薬
局
認
定
制
度
を

作
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
先
進
自
治
体
を
参
考
に
、
各

保
険
者
や
薬
剤
師
会
な
ど
と
連
携

し
な
が
ら
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
平
成
１８
年
度
か
ら
土
地
開
発

公
社
に
貸
し
出
し
て
い
る
済
生
館

の
留
保
資
金
３５
億
円
の
返
済
計
画

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
返
済
に
当
た
っ
て
は
、ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
開
発
整
備
事
業
に
お
い
て

中
核
施
設
な
ど
の
事
業
計
画
が
具

体
化
し
て
い
く
こ
と
が
前
提
と
な

る
。
事
業
の
進
行
状
況
に
応
じ
て

買
い
戻
し
を
行
い
、
返
済
し
て
い

く
。

　
　
在
宅
医
療
機
材
を
使
用
し
て

い
る
市
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

注
射
針
な
ど
の
鋭
利
な
も
の
以
外

を
家
庭
系
ご
み
と
し
て
出
せ
る
よ

う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
す
で
に
多
く
の
自
治
体
が
収

集
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
２８

年
４
月
か
ら
家
庭
系
の
も
や
せ
る

ご
み
と
し
て
収
集
し
て
い
く
。

　
　
東
沢
地
区
と
鈴
川
地
区
で
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
１
カ
所

QAQ

AQ

AQ

●�一般質問は内容を要約して掲載しています。また、議会ウェブサイトで録画映像がご覧いただけます。

一 般 質 問

質
問
者

質
問
の
要
旨

（
公
明
党
山
形
市
議
団
）

松
田　
孝
男
避
難
所
整
備
、
ま
る
ご
と
マ
ラ
ソ
ン
、
学
校
環
境

の
改
善
、
結
婚
・
子
育
て
支
援
、
観
光
振
興
、
市

立
図
書
館

伊
藤
美
代
子

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

な
く
そ
う
貧
困
の
連
鎖
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
（
軽
度
認
知
障

害
）
対
応
社
会
へ
、
精
神
障
が
い
者
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
建
設
を　
ほ
か

高
橋　
公
夫

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

障
が
い
者
の
支
援
、
小
児
難
聴
の
早
期
発
見
、
子

育
て
環
境
の
充
実
を
目
指
し
て
、
中
核
市
に
移
行

時
の
課
題　
ほ
か

田
中　
英
子

（
翔

政

会
）
南
沼
原
小
校
舎
建
設
、
健
康
医
療
先
進
都
市
、
道

の
駅
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

中
心
市
街
地
活
性
化　
ほ
か

（
緑

政

会
）

渋
江　
朋
博
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、
山
形
市
発
展
計
画
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
用
、
野
良
猫
対
策
、
イ
ク

ボ
ス
宣
言
、
子
育
て
環
境
の
充
実　
ほ
か

（
翔

政

会
）

菊
地
健
太
郎
山
形
冬
の
花
火
大
会
、
本
市
の
組
織
活
性
、
市
有

地
の
活
用
、
中
心
市
街
地
活
性
化
、
自
転
車
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
と
ジ
ャ
パ
ン
エ
コ
ト
ラ
ッ
ク　
ほ
か

斉
藤　
栄
治

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

地
域
医
療
政
策
、福
祉
政
策
、地
域
活
性
化
政
策
、

中
核
市
移
行　
ほ
か

中
野　
信
吾

（
翔

政

会
）
定
住
人
口
３０
万
人
目
標
達
成
に
向
け
て
、
ふ
る
さ

と
納
税
、
観
光
振
興
、
農
業
問
題
、
教
育
問
題
、

斎
場
の
建
設
計
画

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

　

一
般
質
問
と
は　
議
員
が
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の

執
行
状
況
や
政
策
方
針
に
つ
い
て
、
市
長
や
担
当
す
る
各
部

長
な
ど
に
質
問
す
る
こ
と
で
す
。
３
月
定
例
会
で
は
、
１
日

と
２
日
の
２
日
間
で
８
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
の

で
、
主
な
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。
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貧
困
の
連
鎖
を
な
く
す
た
め

子
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定
を
求
む

伊
藤
美
代
子 
議
員

　
　
貧
困
な
ど
の
家
庭
の
事
情
が

あ
る
子
ど
も
に
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
が
学
習
支
援
を
し
て
い
る

が
、
本
市
も
本
格
的
に
学
習
支
援

を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
国
の
動
き
を
注
視
し
な
が
ら
、

根
本
的
な
解
決
に
つ
な
げ
ら
れ
る

よ
う
な
学
習
支
援
の
在
り
方
を
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

　
　
子
ど
も
の
権
利
を
保
障
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
子
ど
も
の
権
利

条
例
を
制
定
す
べ
き
だ
と
思
う
が

ど
う
か
。

　
　
県
で
は
平
成
２２
年
３
月
に
子

育
て
基
本
条
例
を
制
定
し
て
い
る
。

本
市
と
し
て
も
、
子
ど
も
の
貧
困

QAQA の
み
の
設
置
と
い
う
の
は
大
変
不

便
で
あ
る
。
鈴
川
地
区
に
は
早
急

に
設
置
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う

か
。

　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

担
当
圏
域
の
見
直
し
や
増
設
は
、

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策

定
に
向
け
て
総
合
的
に
検
討
し
、

必
要
な
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
の
た

め
、
商
工
観
光
部
を
十
日
町
な
ど

の
中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗
に
移

転
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
の
機
能
や
施
設
を
移
転
し
、

空
き
店
舗
や
空
き
フ
ロ
ア
な
ど
を

活
用
す
る
こ
と
も
活
性
化
の
た
め

の
一
つ
の
方
策
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
今
後
の
行
政
需
要
の
拡
大

に
鑑
み
、
検
討
し
て
い
く
。

　
　
公
共
交
通
の
活
性
化
の
た
め
、

若
年
層
に
も
補
助
を
行
い
、
車
で

は
な
く
バ
ス
や
公
共
交
通
で
の
移

動
を
増
や
す
施
策
を
行
っ
て
は
ど

う
か
。

　
　
２７
年
度
に
策
定
し
た
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
に
、
企
画
乗

車
券
の
販
売
や
多
様
な
割
引
サ
ー

ビ
ス
の
導
入
な
ど
各
世
代
が
広
く

利
用
し
や
す
く
な
る
施
策
を
盛
り

込
ん
で
い
る
。

　
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

駐
車
場
不
足
に
つ
い
て
は
、
周
辺

の
土
地
を
使
い
や
す
く
整
備
す
る

こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
利
用
向

上
に
つ
な
げ
る
べ
き
だ
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　
大
規
模
な
大
会
な
ど
の
場
合

に
は
不
足
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
た
め
、
引
き
続
き
大
会
開
催
時

の
駐
車
台
数
な
ど
を
把
握
し
な
が

ら
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

AQ

AQ

A

QA

の
状
況
な
ど
の
実
態
を
踏
ま
え
、

独
自
の
条
例
制
定
の
意
義
や
必
要

性
を
検
証
し
て
い
く
。

　
　
家
族
や
親
族
な
ど
の
サ
ポ
ー

ト
が
望
め
な
い
児
童
養
護
施
設
退

所
者
へ
の
支
援
が
必
要
だ
と
思
う

が
ど
う
か
。

　
　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
保
証
人

が
い
な
い
場
合
は
、
保
証
人
事
業

を
実
施
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
の
身
元
保

証
人
確
保
対
策
事
業
を
活
用
し
て

い
る
。
今
後
も
県
と
連
携
し
、
施

設
退
所
者
の
生
活
に
支
障
が
な
い

よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
軽※

度
認
知
障
害
の
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
テ
ス
ト
の
モ
デ
ル
事
業
を

行
っ
て
い
る
が
、
テ
ス
ト
後
の
対

応
は
ど
う
か
。

　
　
認
知
症
の
予
防
と
進
行
防
止

に
有
効
と
さ
れ
る
運
動
や
食
事
な

ど
の
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、
結

果
に
応
じ
て
か
か
り
つ
け
医
な
ど

へ
の
受
診
も
勧
め
て
い
る
。

　
　
（
仮
称
）
性
暴
力
被
害
者
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
県
が
開
設
す

る
が
、
相
談
場
所
の
提
供
な
ど

を
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

フ
ァ
ー
ラ
と
の
協
同
事
業
に
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
今
後
の
運
営
状
況
を
注
視
し

な
が
ら
、
市
の
窓
口
に
被
害
の
相

談
が
あ
れ
ば
、
適
切
か
つ
速
や
か

に
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
関
係
機

関
と
連
携
し
、
対
応
し
て
い
き
た

い
。

　
　
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
生
涯
の

健
康
を
守
る
た
め
、
中
高
生
の
頃

か
ら
無
月
経
や
疲
労
骨
折
な
ど
に

な
ら
な
い
よ
う
、
選
手
に
指
導
す

る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う

か
。

　
　
２７
年
度
中
に
新
た
な
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、

医
科
学
・
栄
養
学
・
身
体
の
ケ
ア

な
ど
、
各
分
野
の
専
門
家
と
連
携

し
、
栄
養
指
導
や
メ
ン
タ
ル
面
の

強
化
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
の
講

習
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　
精
神
疾
患
患
者
が
、
施
設
や

病
院
か
ら
の
退
院
後
に
必
要
と
な

る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
数
が
少
な

い
。
今
後
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
増

設
の
必
要
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
国
や
県
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
増
設
を
促
進
す
る
た
め
の
支
援

を
要
望
し
て
い
る
。
障
害
者
差
別

解
消
法
に
基
づ
き
、
地
域
住
民
か

ら
障
が
い
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

設
置
な
ど
へ
の
理
解
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
得
ら
れ
る
よ
う
な
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

QAQA

QAQ

AQA

▲学習支援を行う「学び場プラス」のボランティア ▲地域医療を支える済生館

※　軽度認知障害…健常者と認知症の中間的な段階を指し、認知症に進行する一歩前の状態のこと。
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新※
１

生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

体
制
の
充
実
と
受
診
率
の
向
上
を
図
れ

高
橋　
公
夫 

議
員

山
形
フ
ァ
ン
を
増
や
す

積
極
的
な
取
り
組
み
を
図
れ

中
野　
信
吾 

議
員

※１　新生児聴覚スクリーニング検査…新生児が受ける聴力検査。
※２　ＡＡＢＲ…�自動聴性脳幹反応。新生児が眠っている間の数分間で行うことができる。脳波の波形により、自動的に聴力の異常を見つけ出す検査。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
返
礼

品
に
、
山
形
に
来
て
も
ら
う
こ

と
で
山
形
フ
ァ
ン
を
増
や
す
メ

ニ
ュ
ー
を
加
え
て
は
ど
う
か
。

Q

　
　
山
形
に
お
越
し
い
た
だ
き
魅

力
を
直
接
体
験
し
て
も
ら
え
る
も

の
も
多
数
用
意
し
て
い
る
。
今
後

も
関
係
事
業
者
と
連
携
し
、
魅
力

あ
る
地
域
資
源
の
発
掘
に
努
め
な

A
　
　
新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
検
査
の
受
診
率
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
検
査
費
用
を
助
成
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
検
査
を
行
う
意
義
は
大
き
い

こ
と
か
ら
、
先
進
自
治
体
の
取
り

組
み
を
調
査
す
る
な
ど
実
施
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
く
。

　
　
新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
検
査
体
制
の
充
実
と
均
衡
の
た

め
、
よ
り
精
度
の
高
い
Ａ※
２
Ａ
Ｂ
Ｒ

を
導
入
す
る
医
療
機
関
を
対
象
に

整
備
費
用
を
助
成
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
平
成
２７
年
度
か
ら
県
の
補
助

制
度
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
た
め
、

医
療
機
関
へ
県
の
制
度
を
利
用
し

QAQA

が
ら
全
国
に
向
け
て
山
形
ブ
ラ
ン

ド
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

　
　
仙
山
線
を
高
速
化
す
る
に
は
、

線
路
の
複
線
化
と
山
寺
・
作
並
駅

間
の
新
た
な
ト
ン
ネ
ル
が
必
要
だ

と
考
え
る
。
整
備
す
る
際
は
、
仙

山
線
の
新
幹
線
化
を
要
望
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て

い
く
。
そ
の
前
提
と
し
て
ど
の
よ

う
な
選
択
肢
が
あ
る
の
か
、
整
備

費
用
を
含
め
た
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ

が
ど
の
程
度
な
の
か
な
ど
を
調
査

し
た
上
で
、
ミ
ニ
新
幹
線
化
も
含

め
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
震
災
や
異
常
気
象
に
よ
る
通

行
止
め
を
防
ぐ
た
め
、
国
道
１３
号

線
と
国
道
４
号
線
を
結
ぶ
新
た
な

道
路
整
備
を
国
に
要
望
す
べ
き
だ

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
機
能
強
化
の
方
法
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
選
択
肢
が
あ
る
の
か
、

整
備
費
用
を
含
め
た
ハ
ー
ド
ル
の

高
さ
が
ど
の
程
度
な
の
か
な
ど
調

査
研
究
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
外
国
人
観
光
客
を
誘
致
す
る

た
め
、
国
際
空
港
で
あ
る
仙
台
空

港
か
ら
山
形
の
観
光
地
を
回
る
観

光
ル
ー
ト
と
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
開

QA

Q

AQ

た
導
入
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
（
仮
称
）
障
が
い
者
差
別
禁

止
条
例
を
制
定
す
る
際
は
、
差
別

に
対
す
る
相
談
体
制
や
差
別
解
消

の
た
め
の
支
援
、
第
三
者
機
関
に

よ
る
調
停
な
ど
の
項
目
を
盛
り
込

む
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
方
や

そ
の
家
族
、関
係
団
体
を
は
じ
め
、

広
く
市
民
か
ら
意
見
を
聴
く
機
会

を
設
け
な
が
ら
、
障
が
い
者
差
別

解
消
に
向
け
た
条
例
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
　
障
が
い
者
就
労
施
設
な
ど
か

ら
の
物
品
調
達
の
取
り
組
み
は
ど

う
か
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
に
施
設
が
提
供
で
き
る
も

の
を
盛
り
込
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
２７
年
度
の
実
績
を
上
回
る
こ

と
を
目
標
に
、
よ
り
一
層
の
受
注

拡
大
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

返
礼
品
は
、
施
設
な
ど
か
ら
提
案

い
た
だ
き
、
２８
年
度
の
返
礼
品
と

し
て
選
定
し
て
い
る
商
品
も
あ
る

た
め
、
今
後
と
も
事
業
へ
の
参
加

を
呼
び
掛
け
て
い
く
。

　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
支
援

員
を
安
定
し
て
確
保
で
き
る
仕
組

み
を
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
支
援
員
の
確
保
は
早
急
な
課

題
で
あ
る
た
め
、
今
後
、
人
員
確

保
の
方
策
を
ク
ラ
ブ
側
と
協
力
し

て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料

の
多
子
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
第
２
子
以
降
を
対

象
と
し
た
助
成
制
度
を
創
設
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
保
育

料
を
同
一
水
準
に
す
る
こ
と
と
あ

わ
せ
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
た
め
、

軽
減
策
が
国
の
制
度
と
な
る
よ
う
、

国
や
県
に
対
し
強
く
要
望
し
て
い

く
。

　
　
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
整
備

計
画
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
所
管

す
る
省
庁
が
違
う
こ
と
や
制
度
上

の
違
い
も
あ
る
た
め
、今
後
と
も
、

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
な
ど
も
踏
ま
え

な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

　
　
保
護
者
の
子
育
て
と
就
労
の

両
立
を
支
援
す
る
た
め
、
市
内
の

中
央
部
や
南
部
の
市
立
保
育
所
で

病
児
保
育
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
今
後
整
備
を
進
め
る
市
立
保

育
所
で
病
児
保
育
を
実
施
す
る
予

定
は
無
い
。
市
立
病
院
済
生
館
の

院
内
保
育
所
で
病
児
保
育
の
実
施

を
検
討
し
て
お
り
、
市
民
の
利
用

も
可
能
と
な
る
よ
う
、
あ
わ
せ
て

検
討
し
て
い
る
。

QAQA

QAQA

QAQA

▲早期発見・早期支援に有効な新生児聴覚スクリーニング検査
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南
沼
原
小
校
舎
建
設
の

早
期
実
現
を
！

田
中　
英
子 
議
員

　
　
南
沼
原
小
学
校
の
校
舎
建
設

の
年
次
計
画
は
ど
う
か
。

　
　
平
成
２８
年
度
に
児
童
数
推
計

調
査
の
実
施
と
基
本
構
想
の
策
定

に
着
手
し
、
２９
年
度
中
に
は
構
想

を
ま
と
め
た
い
。
３０
年
度
に
は
校

舎
・
体
育
館
の
基
本
設
計
と
体
育

館
の
実
施
設
計
を
行
い
、
３１
年
度

に
は
、
体
育
館
の
改
築
工
事
に
着

手
し
た
い
。
ま
た
、３１
年
度
中
に
、

校
舎
・
プ
ー
ル
の
実
施
設
計
を
行

い
、
３２
年
度
に
校
舎
の
改
築
に
着

手
し
た
い
。

　
　
検
討
中
の
道
の
駅
を
体
験
農

場
型
道
の
駅
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
「
山
形
市
の
農
業
を
体
感
で

QAQA 発
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
観
光
ル
ー
ト
の
企
画
・
販
売

や
Ｄ※
１
Ｍ
Ｏ
に
よ
る
山
形
・
上
山
・

天
童
市
の
商
店
街
か
ら
参
加
事
業

者
を
募
り
、
共
通
免
税
カ
ウ
ン

タ
ー
を
設
置
す
る
エ
リ
ア
免
税
店

事
業
の
提
案
を
大
手
航
空
会
社
に

行
う
な
ど
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
農
業
振
興
の
た
め
に
、
よ
り

多
く
の
農
産
物
を
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
に
す
る
ほ
か
、
観
光
農

園
へ
の
入
場
な
ど
も
加
え
て
は
ど

う
か
。

　
　
新
た
な
返
礼
品
を
追
加
す
る

ほ
か
、
さ
く
ら
ん
ぼ
の
木
の
オ
ー

ナ
ー
権
を
加
え
て
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
推
進
が
農
業
振
興
に
つ
な
が

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
心
の
教
育
は
と
て
も
大
切
で

あ
り
、
人
の
痛
み
が
分
か
る
子
ど

も
た
ち
を
育
て
る
教
育
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
学
校
教
育
の
重
点
目
標
の
中

で
も
、
道
徳
教
育
や
読
書
活
動
、

集
団
の
中
で
心
を
育
て
る
学
級
経

営
に
重
点
を
置
い
て
、
心
を
育
て

る
教
育
の
充
実
を
図
る
よ
う
指
導

し
て
い
る
。

　
　
斎
場
は
建
築
か
ら
３２
年
が
経

過
し
て
い
る
が
、
建
設
に
向
け
て

早
め
に
議
論
を
始
め
、
建
設
用
地

を
先
行
取
得
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
検
討
段
階
か
ら
供
用
開
始
ま

で
に
約
１０
年
間
の
期
間
が
必
要
と

考
え
て
お
り
、
先
進
地
を
視
察
し

用
地
の
考
え
方
や
整
備
手
法
を
研

究
し
て
い
る
。
今
後
も
調
査
を
続

け
、
建
設
用
地
な
ど
に
つ
い
て
も

時
期
を
逸
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

適
切
な
時
期
に
判
断
し
て
い
く
。

AQ

AQ

AQ

A

き
る
場
づ
く
り
」
と
い
っ
た
要
素

は
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
合
宿
地
に
決

定
し
た
場
合
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化

な
ど
の
改
修
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
ホ
ス
ト
・
タ
ウ
ン
登
録
を
契

機
に
国
の
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、

環
境
整
備
を
行
い
た
い
。

　
　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
を
幅
広

い
用
途
で
使
用
で
き
る
よ
う
に
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
市
街
地
公
民
館
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
の
方
針

な
ど
の
策
定
を
進
め
て
い
く
中
で
、

方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
料
亭
文
化
体
験
や
夜
景
な
ど

を
活
用
し
て
、
鈍ど
ん
翁の
う
茶
会
を
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
今
後
も
全
国
か
ら
多
く
の
方

に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
鈍

翁
茶
会
実
行
委
員
会
と
積
極
的
な

Ｐ
Ｒ
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
蔵
王
温
泉
ス
キ
ー
場
に
外
国

人
観
光
客
な
ど
も
利
用
で
き
る
雪

遊
び
広
場
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
２７
年
度
に
「
じ※
２
ゅ
っ
き
ー
ス

ノ
ー
パ
ー
ク
」
を
整
備
し
好
評
を

得
て
い
る
。
今
後
も
、
ス
キ
ー
以

外
の
楽
し
み
の
創
出
を
関
係
事
業

者
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
昼
と
夜
で
人
数
や
構
成
が
変

わ
る
自
主
防
災
組
織
へ
の
避
難
訓

練
の
指
導
・
啓
発
を
ど
う
行
っ
て

い
く
の
か
。

　
　
今
後
、
先
行
事
例
の
紹
介
や

出
前
講
座
、
訓
練
な
ど
を
通
し
て

指
導
・
啓
発
し
て
い
く
。

　
　
昨
年
、
監
査
委
員
か
ら
斎
場

の
指
定
管
理
に
つ
い
て
の
指
摘
が

あ
っ
た
が
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に

チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強
化
す
る
の
か
。

ま
た
、
公
募
・
非
公
募
の
判
断
基

準
を
含
め
た
選
定
方
法
の
見
直
し

は
考
え
て
い
く
の
か
。

　
　
こ
の
度
の
指
摘
を
受
け
、
指

定
管
理
者
に
対
す
る
指
導
・
監
督

を
改
め
て
徹
底
す
る
よ
う
周
知
し

た
。
非
公
募
と
す
る
施
設
は
、
特

殊
な
専
門
性
や
地
域
性
な
ど
を
基

準
と
し
て
い
る
が
、
今
後
見
直
し

に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
市
政
に
女
性
の
意
見
を
幅
広

く
反
映
さ
せ
る
た
め
、
積
極
的
に

女
性
人
材
バ
ン
ク
を
活
用
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
も
審
議
会
な
ど
の

委
員
の
改
選
の
際
に
は
、
積
極
的

に
女
性
人
材
バ
ン
ク
を
活
用
し
て

お
り
、
引
き
続
き
審
議
会
の
女
性

委
員
の
登
用
を
進
め
て
い
く
。

QAQAQ

AQAQAQ

AQA

※１　ＤＭＯ…Destination Management （Marketing） Organization
　　　　　　　地域自らが来訪者を集める、新しい観光まちづくり組織（観光地域経営組織）。
※２　じゅっきースノーパーク…大森ゲレンデに設置された家族や外国人旅行者が気軽に雪遊びができる場所。

▲全国から多くの方が集まる鈍翁茶会が開催されるもみじ公園 ▲仙山線の新幹線化で仙山連携の基盤強化を
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３０
万
人
都
市
実
現
へ
向
け
た

具
体
的
政
策
を
問
う

渋
江　
朋
博 

議
員

冬
の
花
火
や
自
転
車
で

海
外
か
ら
観
光
誘
客
を

菊
地
健
太
郎 

議
員

※　クラウドファンディング…不特定多数の人からインターネット経由で資金を集める行為。

　
　
雪
と
花
火
が
好
き
な
ア
ジ
ア

の
観
光
誘
客
の
目
玉
と
し
て
「
冬

の
花
火
大
会
」
を
積
極
的
に
活
用

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Q

　
　
平
成
２８
年
１
月
１０
日
の
「
や

ま
が
た
冬
の
花
火
大
会
」
は
、
初

市
と
の
相
乗
効
果
で
に
ぎ
わ
い
を

み
せ
た
。
２８
年
度
も
、
中
心
商
店

街
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
主
体
と

A
　
　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
人
口
目
標

を
１
本
化
し
、
３０
万
人
都
市
実
現

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
山
形
仙
台
間
の
交
通
網
の
大

規
模
な
機
能
強
化
は
、
国
や
Ｊ
Ｒ

も
含
め
た
幅
広
い
主
体
の
合
意
と

巨
額
な
資
金
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
は
こ
れ
ら

が
実
現
し
た
場
合
と
し
な
い
場
合

の
２
つ
の
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

　
　
交
通
網
の
整
備
に
よ
る
仙
山

連
携
の
強
化
が
人
口
増
加
に
つ
な

が
る
と
い
う
具
体
的
な
根
拠
は
何

か
。

　
　
近
年
、
仙
台
市
を
中
心
と
し

QAQA

な
り
継
続
し
て
い
く
た
め
、
市
も

支
援
し
て
い
く
。

　
　
公
共
団
体
以
外
が
市
の
土
地

を
使
用
し
て
公
益
事
業
を
行
う
場

合
に
、
無
償
ま
た
は
減
額
貸
し
付

け
が
で
き
る
よ
う
条
例
改
正
を
行

い
、
遊
休
の
市
有
地
の
有
効
活
用

を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
合
理
性
や
妥
当
性
、
中
心
市

街
地
活
性
化
の
観
点
も
踏
ま
え
て
、

条
例
改
正
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら

対
象
と
な
る
事
業
の
判
断
基
準
を

検
討
し
て
い
く
。

　
　
中
心
市
街
地
で
は
コ
イ
ン

パ
ー
キ
ン
グ
が
増
え
て
い
る
。
活

性
化
に
向
け
て
投
資
し
や
す
く
す

る
た
め
、
エ
リ
ア
や
期
間
限
定
で

固
定
償
却
資
産
取
得
助
成
金
制
度

を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
空
き
店
舗
な
ど
を
活
用
す
る

方
へ
の
補
助
事
業
を
２８
年
度
か
ら

創
設
す
る
。
現
在
、
融
資
制
度
は

あ
る
が
、さ
ら
な
る
補
助
制
度
は
、

ど
の
よ
う
な
方
法
が
有
効
か
今
後

検
討
し
て
い
く
。

　
　
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
を
開

催
し
て
は
ど
う
か
。
広
域
開
催
と

な
る
の
で
、
今
後
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業

の
一
つ
と
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

観
光
誘
客
を
目
指
し
、「
ジ
ャ
パ

QA

QA

Q

た
エ
リ
ア
に
人
口
の
流
入
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
大
都
市
と
の
交
通
ア

ク
セ
ス
の
劇
的
な
改
善
が
新
た
な

開
発
を
誘
発
し
、
人
口
増
を
も
た

ら
す
と
考
え
て
い
る
。

　
　
道
の
駅
な
ど
の
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
い
つ
頃
明
示
さ
れ

る
の
か
。

　
　
土
地
利
用
に
関
す
る
課
題
の

整
理
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
目
途

が
立
ち
次
第
、
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
示
し
て
い
き
た
い
。

　
　
市
長
の
公
約
実
現
と
発
展
計

画
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
多

額
の
財
源
が
必
要
に
な
る
が
、
今

後
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
の
か
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
に
加
え
て
、

市
税
や
国
な
ど
の
補
助
金
、
遊
休

資
産
の
活
用
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

財
源
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

　
　
本
市
が
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
に
、
ク※

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
民
間
主
導
で
の
各
種
事
業
を

行
う
に
当
た
り
、
市
民
参
加
の
手

段
と
し
て
有
効
な
場
合
も
あ
る
た

め
、
他
市
の
事
例
な
ど
も
調
査
研

究
し
て
い
く
。

　
　
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置

と
ト
イ
レ
改
修
は
、
当
初
の
予
定

通
り
平
成
３１
年
度
ま
で
に
完
了
す

る
の
か
。

　
　
２５
年
度
に
策
定
し
た
計
画
に

基
づ
き
、
３１
年
度
ま
で
に
整
備
が

完
了
す
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

　
　
小
学
校
の
通
学
路
で
も
あ
る

小
白
川
街
道
の
抜
本
的
な
安
全
対

策
の
必
要
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
道
路
の
拡
幅
は
難
し
い
と
考

え
て
い
る
が
、
路
線
の
両
端
に
あ

る
電
柱
を
南
側
へ
集
約
し
、
北
側

の
路
肩
を
安
全
な
歩
行
空
間
と
す

る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

　
　
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
生
活

す
る
施
設
を
対
象
に
、
小
児
用
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
購
入
費
用
を
助
成
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
施
設
側
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
す

る
こ
と
に
よ
り
、
維
持
管
理
に
か

か
る
経
費
な
ど
が
新
た
に
発
生
す

る
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
支
援

が
設
置
の
拡
大
に
つ
な
が
る
の
か

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
野
良
猫
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

　
　
野
良
猫
の
餌
付
け
や
飼
い
主

の
管
理
能
力
を
超
え
た
飼
育
な
ど

の
被
害
は
年
間
２０
件
程
度
あ
り
、

村
山
保
健
所
作
成
の
野
良
猫
へ
の

餌
付
け
禁
止
チ
ラ
シ
を
回
覧
し
て

い
る
。

QAQA

QAQAQA

QAQA

▲安全対策が望まれる小白川街道
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日
本
一
の「
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ
」へ

希
望
輝
く
子
育
て
環
境
を
目
指
せ

松
田　
孝
男 
議
員

　
　
災
害
時
の
避
難
所
と
な
る
学

校
体
育
館
に
多
目
的
ト
イ
レ
を
設

置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
改
築
や
大
規
模
改
造
時
に
整

備
し
て
い
き
た
い
。

　
　
山
形
ま
る
ご
と
マ
ラ
ソ
ン
の

今
後
の
大
会
運
営
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　
　
全
国
的
に
見
て
も
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
な
る
よ
う
な
大
会
運
営

に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
山
形
ま
る
ご
と
マ
ラ
ソ
ン
に
、

健
康
医
療
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し

て
市
長
も
参
加
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
何
キ
ロ
へ
の
参
加
に
な
る
か

QAQAQA ン
・
エ
コ
・
ト
ラ
ッ
ク
」
の
コ
ー

ス
認
定
を
目
指
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
自
転
車
の
ブ
ー
ム
が
広
が
っ

て
い
る
た
め
、
愛
好
者
の
必
要
性

を
探
り
な
が
ら
、
将
来
的
な
実
現

の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

ジ
ャ
パ
ン
・
エ
コ
・
ト
ラ
ッ
ク
へ

の
加
盟
を
視
野
に
、
観
光
客
を
呼

び
込
め
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く
。

　
　
東
北
の
県
庁
所
在
地
で
市
民

霊
園
が
無
い
の
は
本
市
の
み
で
あ

る
た
め
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
樹※
１
木
葬
も
取
り
入
れ
、
里

山
の
環
境
も
保
全
で
き
る
よ
う
整

備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
民
霊
園
の
整
備
は
、
今
後

の
需
給
バ
ラ
ン
ス
と
市
民
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
西
側

を
建
設
候
補
地
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
ま
ず
は
株
式
会
社
モ
ン
テ

デ
ィ
オ
山
形
が
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
が
重
要
で
あ
り
、
今
後
、
モ

ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
や
県
、
関
係
団

体
と
の
意
見
交
換
を
踏
ま
え
、
調

査
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
仙
台
市
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
特

区
に
よ
る
企
業
集
積
や
新
技
術
開

発
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
の
分
野

で
の
本
市
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

ド
ロ
ー
ン
飛
行
場
と
し
て
夏
場
の

蔵
王
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
仙
台
市
と
連
携
し
な
が
ら
積

極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
。
将
来
性

の
あ
る
分
野
で
あ
る
た
め
、
引
き

続
き
情
報
収
集
し
、
今
後
、
地
域

活
性
化
に
つ
な
げ
る
手
段
を
研
究

し
て
い
く
。

AQ

AQ

AQ

A

分
か
ら
な
い
が
検
討
す
る
。

　
　
馬
見
ヶ
崎
河
川
敷
に
、
日
常

的
に
利
用
で
き
る
ジ
ョ
ギ
ン
グ

コ
ー
ス
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
河
川
公
園
の
再
整
備
計
画
を

策
定
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
、
そ

の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
太
陽
光
を
効
率
よ
く
室
内
に

取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
「
採

光
フ
ィ
ル
ム
」
を
学
校
な
ど
に
取

り
入
れ
て
は
ど
う
か
。
ま
ず
は
建

設
予
定
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
先
進
導
入
事
例
を
検
証
し
、

そ
の
費
用
対
効
果
な
ど
を
研
究
す

る
。

　
　
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
は

一
律
同
等
で
は
な
く
、
大
き
な
音

の
出
る
音
楽
室
や
特
殊
教
室
な
ど

現
状
や
環
境
を
考
慮
し
て
整
備
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
特
殊
事
情
に
配
慮
し
な
が
ら
、

計
画
に
基
づ
い
て
整
備
を
進
め
て

い
く
。

　
　
学
校
で
高
額
な
楽
器
を
購
入

す
る
場
合
の
購
入
費
用
の
上
限
を

見
直
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
校
長
会
の
意
見
や
要
望
を
踏

ま
え
、
配
当
方
法
な
ど
を
検
討
し

て
い
く
。

　
　
手
厚
い
子
育
て
支
援
の
一
環

と
し
て
、
子
育
て
祝
い
金
を
支
給

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
子
育
て
支
援
の
さ
ら
な
る
充

実
を
図
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
経

済
的
支
援
が
必
要
か
、
政
策
と
し

て
よ
り
効
果
的
な
も
の
は
何
か
を

考
慮
し
て
検
討
す
る
。

　
　
出
産
支
援
と
商
業
振
興
に
も

つ
な
が
る
（
仮
称
）
子
育
て
ギ
フ

ト
券
を
配
布
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
創
意
工
夫
で
本
市
の
子
育
て

重
視
の
姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
も
大

切
で
あ
る
た
め
、
指
摘
の
こ
と
も

含
め
て
検
討
し
た
い
。

　
　
市
立
図
書
館
に
歴※
２
史
的
音
源

視
聴
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
、
歴
史

文
化
を
学
ぶ
と
と
も
に
後
世
に
伝

え
て
は
ど
う
か
。

　
　
県
立
図
書
館
や
他
の
図
書
館

の
運
用
状
況
を
見
な
が
ら
、
今
後

検
討
し
て
い
く
。

　
　
図
書
館
の
休
館
日
変
更
や
年

中
無
休
の
要
望
は
な
い
の
か
。

　
　
１１
月
か
ら
１２
月
に
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、
開
館
時

間
の
拡
大
な
ど
の
必
要
性
は
そ
う

高
く
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る

が
、
今
後
と
も
市
民
が
利
用
し
や

す
い
図
書
館
運
営
に
努
め
て
い
く
。

QAQAQ

AQAQAQ

AQAQA

※１　樹木葬…墓地に遺骨を埋葬し、遺骨の周辺にある樹木を墓標として故人を弔う方法。
※２　歴史的音源…�著作権団体などで構成される歴史的音盤アーカイブ推進協議会が、レコード会社などの音源をデジタル化したものを国会図書

館から各図書館へデジタル送信するもの。

▲山形まるごとマラソン 日本一を目指しスタート！ ▲夜空を彩る冬の花火

19

平成28年5月1日／196号
やまがた市議会報



市政トピックス

新しい経営計画「山形市発展計画」がスタート

　産業、大学、金融、言論、市民団体な
ど各界にわたる委員による懇話会と、パ
ブリックコメントにおいて市民の皆さま
からいただいたご意見などを踏まえ、世
界に誇る健康・安心のまち「健康医療先
進都市」の実現に向けた、平成２７年度か
ら５年間を計画期間とする「山形市発展
計画」が策定されました。
　３つの基本方針のもとに掲げられた７
つの重点政策と、中核市への移行など重
点政策を推進するための政策に基づき、
計画を積極的に推進しながら市民目線の
まちづくりに取り組んでいくことが、全
員協議会で報告されました。

目
に
青
葉 

山
ほ
と
と
ぎ
す 

初
鰹

　
こ
の
度
の
「
三
月
」
定
例
会
で

は
、
佐
藤
市
長
就
任
後
、
最
初
に

編
成
す
る
当
初
予
算
と
な
る
と
と

も
に
、
新
し
い
経
営
計
画
「
山
形

市
発
展
計
画
」
の
実
質
的
な
ス

タ
ー
ト
の
年
度
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
熱
い
論
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
議
会
で
の
活
発
な

議
論
の
様
子
や
議
会
活
動
、
市
政

運
営
、
一
般
質
問
の
質
疑
応
答
な

ど
を
、
市
民
目
線
で
、
よ
り
分
か

り
や
す
く
、
親
し
み
や
す
く
市
民

と
議
会
を
つ
な
ぐ
市
議
会
報
「
み

ち
し
る
べ
」
を
通
し
て
、
伝
え
て

ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご

感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
議
会
報
委
員　
仁
藤　
　
俊

　議会での会議結果などを分かりやす
くお伝えできるよう、議会報委員会で
検討しています。議会報に対するご意
見はこちらまでお願いします。
e-mail
　giji@city.yamagata-yamagata.lg.jp

ウェブサイト

ご意見をお聞かせください編
集
後
記

山形市議会 で 検索

　日程は変更になる場合があります。
詳しくは議会事務局までお問い合わ
せください。

☎０２３（６４２）８４０４

６月１６日（木）
　　～７月１日（金）

６月定例会の日程
（予定）

議員研修会を開催

出版し、現在の地方都市が抱える住居や交通、政治過程や商
業活動などの問題を論じています。
　今回の研修会では、本市における人口移動と消費社会の関
係について、人口流出は社会減ではなく自然減、時代は多転
出多流入から少転出少流入になっていることなど、社会学的
データを基に解説がありました。

　平成２８年２月１５日に、‌
山形大学基盤教育院准
教授の貞

さだ
包
かね
英
ひで
之
ゆき
氏を講

師に迎え、議員研修会
を開催しました。貞包
先生は、昨年１０月に研
究成果をまとめた「地
方都市を考える−消費
社会の先端から−」を▲熱心に耳を傾ける各議員

山形市発展計画

【３つの基本方針】
１．定住人口・交流人口の拡大による地域活性化のけん引
２．健康と医療を核とした施策展開による都市ブランドの確立
３．山形市特有の個性、魅力を活かしたまちづくりの推進

【７つの重点政策】
① 産業の振興による雇用の創出
② 新しい人の流れによるまちの賑わいづくり
③ 総合的な子育て環境の整備
④ 時代の変化に対応した都市・社会基盤の整備
⑤ いきいきと年齢を重ねられるまちづくり
⑥ 安全・安心なまちづくり
⑦ 山形の自然を活かした環境にやさしいまちづくり
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